
３ 　 教育課程

（ 1 ）　 授業科目の区分等

①　 教育課程と概要

岡山大学の教育は教養教育と専門教育に大別されます。 教養教育は， 自らの専門分野に偏ることなく ，「 幅広い学問領域を

選択して学習することにより人間性の涵養を図ること 」 を基本目標と しており ， 全学部の学生が共通に受ける授業と して位置

付けられ， ４ 年一貫教育の教育課程の中で， 専門教育との有機的・ 体系的連携に配慮されて， 学問の共通の基盤となる知識や

技能を獲得するための科目群と人間や社会に対する洞察を深めて幅広い視野から物事を捉え判断する力を養う ための科目群で

編成されています。

これに対し専門教育は， 幅広い教養教育を踏まえた上で， 専門分野において活躍できる能力の育成を目指して行われる教育

と して位置付けられており ， 工学部においても学部・ 学科の教育理念に沿った教育を行っています。

教育課程及び科目構成

工学教育

教養教育科目

導入教育科目

ガイダンス

補習教育

知的理解科目

現代と社会

現代と生命

現代と自然

言語科目

英語

初修外国語

日本語

汎用的技能と健康科目

高年次教養科目

専門基礎科目

系科目専門教育科目

コース科目

情報教育

キャリ ア教育

数理・ データサイエンス

健康・ スポーツ科学

アカデミ ッ ク ・ ライティ ング

実践知・ 感性科目

実践知

芸術知
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 科目の概要

科　 目　 区　 分 概　 　 　 　 　 要

導入教育科目

導入教育とは高等学校から大学への円滑な移行を促すこと や， 入学後の教育効果をより高めること を目

的と した， 正規課程に付随した教育プログラムをいいます。

ガイダンス

１ ） 全学ガイダンス（「 岡山大学入門講座」，「 キャリ ア形成基礎講座」）

学部に関係なく ， これから本学で学び社会へ羽ばたく ために， 初年次に修得する全学必修科目です。 岡

山大学生と し てスタ ート するために必要な知識を得るための「 岡山大学入門講座」 と ， 自分・ 大学・ 社会

を知り人生について考えるための「 キャリ ア形成基礎講座」 の 2 つの授業科目があり ます。 それぞれ全７

回 0.5 単位ずつです。

２ ） 学部ガイダンス

各学部が所属学生を対象と して開講するもので，大学で主体的かつ能動的に学ぶために必要なスタディ・

スキルやコミ ュニケーショ ン・ スキルを学修します。

補習教育

高等学校教育と大学教育の円滑な接続を図るため，「 初等数学１ 」，「 初等数学２ 」，「 初等物理学１ 」，「 初

等物理学２ 」，「 初等生物学１ 」，「 初等生物学２ 」 の６ 科目を高大接続科目と して設定し， 高等学校におい

て数学Ⅲ， 物理， 生物 を履修していない学生を対象と して補習授業を行います。

知的理解科目

現代世界が提示する多様な諸問題への関心を呼び起こし ， 人類が過去から蓄積してきた知の拠り所への

学び ( 古典知 ) を通じて， 自らと 世界と のかかわり を常に生き生きと 把握する知的理解力を養います。 講

義科目には，現代的問題に焦点を合わせた科目と ，より 広範な基礎的テーマの科目を設定しています。なお，

知的理解科目の中に以下の３ つのグループを設定しています。

現代と社会

社会のグローバル化のもとに， 急激に変貌する現代社会の具体的実像に触れる。 と り わけ， 政治・ 経済・

社会・ 文化・ 思想・ 宗教等の分野で進行する知識の断片化を克服し ， 現代社会の全体像を理解する。

現代と生命

科学技術の急速な進歩による生命科学の最先端分野での発展を， その研究の歴史的展開を踏まえて具体

的に理解する。 また， 医療生命科学分野の全体像を把握する。

現代と自然

科学技術の急速な進展と自然界の解明の現状を理解する。 また， 人間による自然環境破壊と環境再生の

実像に触れ， 自然に対する全体的・ 原理的理解に努める。

実践知・ 感性科目

実践知

地域社会の企業， 行政， NPO， まちづく り 等が直面する様々な課題を取り上げ， その解決のために必要

な実践知（ 市民的教養に裏付けられた判断力， リ ーダーシッ プ， チーム力， 責任・ 気概） を養います。 実

社会の様々な関係者と協働して活動し ，問題発見や解決のための技能や態度，素養を培う ことができます。

学外の現場での活動を実施する場合， 時間割に設定されていない時間帯（ 土日祝など） に授業時間を振

り替えたり ， 学外での正課活動に関する保険への加入を履修要件と したり していることがあるので留意し

てく ださい。 また， グループワークを重視する科目では， 一定人数の受講登録がなければ閉講になること

があり ます。 現場で受け入れてく れる関係者， チームのメ ンバーに迷惑がかからぬよう ， 最後までやり抜

く ことがなにより重要です。

（ 科目のタイプ）

実践型社会連携教育科目は， その内容により いく つかのタイプに分けられます。 タ イプ分けは， １ ） 社

会連携した実践活動の度合い（ それに充当する時間数など）， ２ ） その科目の学習環境がグローバルであ

るか， で判断します。

次ページの表のとおり ， 全授業時間のう ち現場での実践活動の時間の多いものが「 Ａ タ イプ」， 少ない

ものが「 Ｂ タ イプ」 と なり ， さ らに， 学修する環境が外国や， 国内であっても外国人コミ ュニティ で学ぶ

といった異文化体験の深さにより ，Ａ 及びＢにＧ （ グローバル） またはＧ ＋を冠しています。 Ａ ，Ｂ及びＧ ，

Ｇ ＋の組み合わせにより ，以下に示す①から⑦のタイプがあり ，シラバスの授業形態欄に明記されています。

タ イプの特性を理解したう えで履修計画を立ててく ださい。

◆　 シラバスの「 授業形態欄」 には， 以下のいずれかが表示されています。

「 該当せず」

①Ａ タ イプ（ 社会連携の実践活動が授業の 1/3 以上と多い）

②Ｂ タ イプ（ 社会連携の実践活動を一部取り入れている）

③Ｇ ＋Ａ タイプ（ 学修環境と して外国や外国人コミ ュニティ 等に行く Ａ タ イプ） 

④Ｇ Ａ タ イプ（ 外国人との討論など異文化に触れつつ学修するＡ タイプ） 

⑤Ｇ ＋Ｂ タイプ（ 学修環境と して外国や外国人コミ ュニティ 等に行く Ｂ タ イプ） 

⑥Ｇ Ｂ タ イプ（ 外国人との討論など異文化に触れつつ学修するＢタイプ） 

⑦Ｃ タ イプ（ 実習や演習と して実践的だが社会連携したものでない）
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表． タ イプ分けの基本

分類 記号 開設

社会連携し た実践

活動の度合い

Ａ a） 地域や企業等の現場に出向き，

b） その時間数が全授業時間数の３ 分の１ 以上

c） 成果報告会を開催する（ 学外の関係者が参加し ， 授業自体の

評価をすることが望ましい）

の３ 条件を満たす。

Ｂ 地域や企業等の現場に出向く ， または現場の課題を抱える当事

者とのディ スカッ ショ ン等の活動が１ 回以上ある。 ただし ， 単

に外部講師が講義するだけの授業は対象と しない。

学修環境と し ての

グローバル要素の

付加

G+ 社会連携し て学修する現場が外国または国内の外国人コミ ュニ

ティ であるなど， 異文化の環境に深く 入っていく 授業。

G 留学生と日本人学生が協同すること により異文化理解を進めつ

つ学ぶ授業， 海外とのテレビ会議など多言語で討論が行われる

授業など。

芸術知

「 芸術知」 は「 実践知・ 感性」 関連の授業科目であり ， 教養教育科目授業時間及びシラバスで指定され

た時間帯で履修することができます。 この科目群は， 優れた芸術作品の能動的な鑑賞やアート 創造の現場

へ の参加等を通して， 創造性と豊かな感性を養います。

汎用的技能と 健康科

目

学問の追求に加えて， 学生生活を充実させて社会へ向かう ために必要な知識・ 技術及び能力を養います。

また， これらの土台ともいえる健全な心身を築きます。

情報教育

大学教育における研究や教育をはじ め， 社会人になる上で必須と さ れる情報リ テラ シーやＩ Ｃ Ｔ

（ In form ation  &  Comm un ication  Technology） 能力などを修得します。

数理・ データサイエンス

今日， 情報通信技術の普及により大量のデータ が収集・ 蓄積されていますが， それらは活用されなけれ

ば意味をもつ情報とはなり ません。 このよう なデータを対象とする学問分野がデータサイエンスです。

数理・ データサイエンス科目のう ち，「 数理・ データ サイエンスの基礎」 は， 現代の基礎教養と して欠

かせない情報学・ 統計学・ 数理科学の 3 つを体系的に学ぶためのものであり， 授業では， データサイエン

スの基盤となる統計および数理の基礎と ， データ サイエンスの応用事例を修得し ， さ らに機械学習の概念

を学んで， データサイエンスの果たす役割を概観します。

キャリ ア教育

学生生活を充実させるために必要な能力を身に付けると と もに， 将来を選択・ 設計するための知識や技

術を獲得します。

健康・ スポーツ科学

生命・ 保健科学関連の授業科目で， 教養教育科目授業時間表及びシラバスで指定された時間帯で履修す

ることができます。

アカデミ ッ ク ・ ライティ ング

ライティ ングは， 専攻分野を問わず， すべての知的活動の基本的な技量， コミ ュニケーショ ン能力とな

り ます。さ らに，学術的な場面のみならず，学内外の日常的な場面においても中核となる能力です。したがっ

て， ライティ ングにより獲得される思考力とコミ ュニケーショ ン能力は， 大学を離れたのちにもヒ ト の生

涯を通して極めて重要な拠り所となるものと考えられます。

アカデミ ッ ク ・ ライティ ングでは， 論文やレポート を書く ための技量のみではなく ， 思考力を伸ばし た

り論理的に表現したり すること を学び， 自分で論理的に思考したこ と を書く ことにより 表現するコミ ュニ

ケーショ ン能力を養う こと を目的と しています。

この科目では， 以下のよう に論証型論文・ レポート の基礎を理解し実践できるよう になること を目標と

しています。

・ 自分の考えや意見などを正確に， 意図した相手に伝える文章を書く ことができる。

・ 事実や根拠などを明らかにした論理的な文章を書く ことができる。

・ 文字や表記に注意して文章の体裁を整えることができる。

言語科目
言語の深い修得を通じ て， 言語の持つ価値や世界観を理解し， グローバル社会を洞察する力や社会に情

報を発信するコミ ュニケーショ ン力を養う 。

英語（ スピーキング）

１ 年次に開講される授業です。 幅広い話題に関し て自分の考えを表現できるスピーキング力を養成しま

す。 さ らに， 習熟度の高い学習者は専門分野に関連して， 会話を発展させ適切な応答や要約を行う こと が

できるよう スピーキング演習を行います。

英語（ リーディ ング）

１ 年次に開講される授業です。 様々な分野のエッ セイや時事問題を扱う 英文を用いてリ ーディ ング演習

を行います。 習熟度に応じて精読や多読を実践します。
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英語（ ライティ ング）

１ 年次に開講される授業です。 比較， 対照， 議論， 物語などの様々な形式を用いて， 構成の整った英文

を書く 演習を行います。 習熟度に応じて， 英文を書く 際の文法の確認や発展的な英文レポート を書く 演習

を行います。

英語（ リ スニング）

１ 年次に開講される授業です。 身近な話題に関するスピーチや平易な講義を理解するリ スニング演習を

行います。 習熟度に応じて， 関連するリ ーディ ング教材を用いてリ スニングの内容を深めます。

英語（ 総合）

２ 年次第１ ・ ２ 学期に開講される授業です。 英語の４ 技能を駆使して課題に取り組みます。 ディ スカッ

ショ ンやプレゼンテーショ ンを行ったり ， 英文レポート を書いたり して， 情報収集力， 批判的思考力， 創

造力などの能力を伸ばします。習熟度によっては，英語文法や発音の確認をして，基礎力の確立を図り ます。

プレ上級英語・ 上級英語

プレ上級英語及び上級英語は， ステッ プアッ プを目指す学生のために， 発展的な内容を教えること を目

的と しています。

初修外国語

初めて学ぶ外国語では， ７ つの言語が開講されています。

ただし開講形態の違いから， 以下のよう にＡ 群と Ｂ群の二つに分かれます。

A 群 ド イツ語， フランス語， 中国語， 韓国語

初級は週２ 回， 中級は週１ 回履修することが基本

B 群 ロシア語， スペイン語， イタ リア語

初学者対象の「 ベーシッ ク 」 は週１ 回のみ開講

高年次教養科目

専門的素養を習得し た３ ，４ 年次生（ 高年次生） に対して， 専門教育以外に必要と される知識や能力を

与える教養教育科目を高年次教養科目と して設定し， 学生の習熟度と関心に応じ た段階的教養教育を実施

します。

専門基礎科目 工学部の学問・ 研究に必要な基礎学力を形成する科目

系科目

系の専門領域について知識と技術を習得させ， 専門技術者としての素養を身に付けさせる科目

※４ 年次には， 卒業前創成科目と して特別研究（ 卒業研究） があり ます。 創成科目とは， 一つの解しか

存在しない問題に解答させる教育ではなく ， 一人一人が問題を発見し， 知恵と情報を総動員し， 新し い自

分自身の解を見いだす訓練を通して，「 自らを創成する」 こ と を目的と し た教育で， 協同的な環境で学習

を進め，「 ものづく り 」 の喜びと ， 知的成長の充実感を体験する科目です。

コ－ス科目 コースの専門領域について知識と技術を習得させる科目

②　 学年と学期

本学では， 学習効果の向上を図りつつカリ キュラムを柔軟に実施するため， 学年を第１ 学期～第４ 学期に区分し ， 一部の科目

を除き， 一つの授業を学期ごとに完結させる４ 学期制を採用し ， ４ 年にわたる一貫教育を行っています。

なお， 以下の事項を原則と して設定しています。 今年度の授業日程については， 最終頁を参照してく ださい。

学年： ４ 月１ 日～３ 月３ １ 日（ 翌年）

第１ 学期： 開始日　 ４ 月１ 日

　 　 　 　 　 終了日　 ４ 月８ 日（ 土曜日または日曜日の場合は翌月曜日） から起算して， 休業日を除いて４ ０ 日を確保する。

第２ 学期： 開始日　 第１ 学期の終了日の翌日

　 　 　 　 　 終了日　 ８ 月１ ０ 日

第３ 学期： 開始日　 １ ０ 月１ 日

　 　 　 　 　 終了日　 １ ０ 月１ 日（ 土曜日または日曜日の場合は翌月曜日） から起算して， 休業日を除いて４ ０ 日を確保する。

第４ 学期： 開始日　 第３ 学期の終了日の翌日

　 　 　 　 　 終了日　 ２ 月１ ４ 日

　 　 　 　 　 ただし ， 冬季休業（ １ ２ 月２ ５ 日から１ 月４ 日まで） 期間を除く 。

（ 2 ）　 授業と単位

①　 授業の方法

授業は， 講義， 演習， 実験， 実習のいずれかの方法により又はこれらの併用により行われます。 また， 授業は， 週１ 回の１ 時

間， 週１ 回の連続２ 時間， 週２ 回の各１ 時間， 週２ 回の連続２ 時間とさまざまな形式で行われます。 ただし ， 授業によっては複

数にわたって開講される場合や， 短期間にまとめて実施される場合〔 集中講義〕 もあり ます。
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②　 単位の構成

授業科目の１ 単位当たり の学修は， 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成されること を標準と し ， 授業の方法による

教育効果， 授業時間外に必要な学修等を考慮して， 次の基準により単位数が定められています。

なお， 単位は， 授業科目を履修し ， 試験等に合格することにより与えられます。

授業の種類・ 方法 授業による学修時間 授業以外の学修時間

教養教育科目

講義 １ ５ 時間 ３ ０ 時間

演習 １ ５ ～３ ０ 時間 ３ ０ ～１ ５ 時間

実験 ３ ０ ～４ ５ 時間 １ ５ ～０ 時間

実習 ３ ０ 時間 １ ５ 時間

専門教育科目

講義， 演習 １ ５ ～３ ０ 時間 ３ ０ ～１ ５ 時間

実験， 実習 ３ ０ ～４ ５ 時間 １ ５ ０ 時間

特別研究 学修時間は， 学科及び指導教授の指導に従う 。

注） １ 　 通常，講義科目１ 単位を修得するためには，１ 回１ 時間の授業に 15 回出席（ 15 時間）し ，当該授業に関する自学・ 自習（ 30

時間） を行い， 試験等に合格することが必要です。

２ 　 一学期当たり に履修登録する単位数は， 自学・ 自習時間等を勘案し ， 過剰にならないよう 注意することが必要です。 こ

のこと について， 工学部では履修登録単位の上限を設けています。 詳細は， 後掲（ P． 98 の（ 1） ①「 履修登録科目単

位の上限制」） を参照してく ださい。

③　 科目区分

授業科目は， 以下のよう に区分されています。

必修科目 必ず履修して単位を修得しなければならない科目

選択科目 指定された科目群の中から， 指定された単位数以上を選択して修得しなければならない科目

教科及び教科の指導法に関

する科目

科目によっては， 卒業要件単位とはならないが， 教員免許を取得するために， 必ず修得しなけ

ればならない科目

教育の基礎的理解に関する

科目等　 ※
卒業要件単位とはならないが， 教員免許を取得するために， 必ず修得しなければならない科目

※ P.105 を参照のこと

（ 3 ）　 履修計画

大学での勉学は， 高等学校までの受け身の学習から問題意識を持った自主的な学習への意識の切り替えが必要と され， 自ら積

極的に学ぶ態度で臨んでく ださい。

授業科目は， 学科ごとに学年及び学期により学習効果及びバランスを考慮して配置されています。 この配置については，「 各

系の教育課程編成及び実施の方針・ 授業科目・ 履修方法・ 授業要旨」 の項の授業科目表により確認してく ださい。

履修計画は， 系・ コースオリ エンテーショ ン， 学生便覧， 授業時間割表， シラバス及び教養教育科目の履修の手引き・ 授業時

間表に基づいて各自が立てることになり ます。

しかし ， 履修計画を立てる際には， １ 年間を通じて「 履修登録科目単位の上限」 が設定されており ， また， 学科の指導を受け

なければならない科目等の制約もあり ますから， 必ず各所属学科の教務委員の指導を受けて「 し っかり と した履修計画」 を立て

て， 各学期の学修を大切にしてく ださい。

また， 教員免許の取得を考えている場合は， 卒業要件外の単位がかなり必要となり ますので， 綿密に履修計画を立てる必要が

あり ます。

（ 4 ）　 コース分け

各系を次のコースに分け， ２ 年次の第１ 学期開始時にコース分けを行います。 また， コース分けの方法は， 各自の希望及び１

年次第４ 学期終了時点までの GPA（ ※） 及び修得した単位数に基づき決定します。

※ GPA については 99 ページを参照してく ださい。

・ 機械システム系 ： 機械工学コース， ロボティ クス・ 知能システムコース

・ 環境・ 社会基盤系 ： 都市環境創成コース， 環境マネジメ ント コース

・ 情報・ 電気・ 数理データサイエンス系： 情報工学コース， ネッ ト ワーク工学コース， エネルギー・ エレクト ロニクスコース，

数理データサイエンスコース

・ 化学・ 生命系 ： 応用化学コース， 生命工学コース

（ 5 ）　 進級制度

工学部では，「 ３ 年次に開講される実験・ 演習」 及び「 ４ 年次に開講される特別研究」 を履修するにあたって， 履修要件を定

めています。 一般的には進級制度と呼ばれ， その要件を満たしていないと ， ３ 年次又は４ 年次へ進級することができません。

したがって， 必要な単位を修得していないと 「 留年」 と なり ， ４ 年間では卒業できなく なり ます。 なお， １ 年次から２ 年次へ
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の進級については， 履修要件は定めていません。

履修要件の詳細については，「 各学科の教育課程編成及び実施の方針・授業科目・ 履修方法・授業要旨」 の項を参照してく ださい。

ただし ， 履修要件を定めていない科目については， 留年した場合も留年しなかった場合のどちらであっても該当年次の開講科目

を履修することができます。
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（ ６ ） 各系の教育課程編成及び実施の方針・ 授業科目・

　 　 　 履修方法・ 授業要旨

① 専 門 基 礎 科 目 等

学部ガイダンス科目・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 科目
高年次教養科目・ 専門基礎科目

（

授業科目・ 授業要旨

（ 　 　 　 　  ）



授業科目・ 授業要旨

科目名 授 業 要 旨 等

機械システム系入門

1 年次     　 1 学期　 　 　 学部ガイダンス科目      必修      1 単位

授業前半では，まず「 Society 5 .0」 および「 SDGs」 の意味と社会的意義について学び，次いで，これからの工学系人材が Society 5 .0  

の実現を通して SDGs にどのよう に貢献できるかを包括的に学習する。 後半では， 機械システム工学の学問体系と機械システム

技術者と し てそれを修得する意義について講述すると と もに， 各領域の先端的な話題， 社会的役割， 解決すべき課題， 本学にお

ける研究活動等を紹介する。

環境・ 社会基盤系入門

1 年次     　 1 学期　 　 　 学部ガイダンス科目      必修      1 単位

授業前半では，まず「 Society 5 .0」 および「 SDGs」 の意味と社会的意義について学び，次いで，これからの工学系人材が Society 5 .0  

の実現を通して SDGs にどのよう に貢献できるかを包括的に学習する。 後半では， 環境・ 社会基盤系で研究教育対象と し ている

環境問題の実情と課題， 並びに， 環境問題解決のための環境科学の意義を解説し ， 環境に対するさ まざまな立場から ， どのよう

に社会の進歩や環境問題に取り 組んでいるかを講述する。

情報・ 電気・ 数理データ サイ

エンス系入門

1 年次     　 1 学期　 　 　 学部ガイダンス科目      必修      1 単位

授業前半では，まず「 Society 5 .0」 および「 SDGs」 の意味と社会的意義について学び，次いで，これからの工学系人材が Society 5 .0  

の実現を通して SDGs にどのよう に貢献できるかを包括的に学習する。 後半では， 情報・ 電気・ 数理データサイエンス系の学修

内容とそれを学ぶ意義について講述すると と もに， 各分野の先端的な話題， 社会的役割， 解決すべき課題， 本学における研究活

動等を紹介する。

化学・ 生命系入門

1 年次     　 1 学期　 　 　 学部ガイダンス科目      必修      1 単位

授業前半では，まず「 Society 5 .0」 および「 SDGs」 の意味と社会的意義について学び，次いで，これからの工学系人材が Society 5 .0  

の実現を通して SDGs にどのよう に貢献できるかを包括的に学習する。 後半では， 応用化学および生命工学分野の学問体系とそ

れを修得する意義について講述すると と もに， 各領域の先端的な話題， 社会的役割， 解決すべき課題， 本学における研究活動等

を紹介する。

情報処理入門２ （ 情報機器の

操作を含む）

1 年次     　 2 学期　 　 　 教養教育科目      必修      1 単位

本講義では工学分野の学習において必須と なるコ ンピュータの操作に関する実用的な能力の獲得を目指す。 そのために， M S-

W in dows の利用方法を踏まえて， その代表的なアプリ ケーショ ンであるワード プロセッ サ， 表計算ソフト ， プレゼンテーショ ン

ツールなどの利用方法を修得する。

数理・ データ サイ エンスの基

礎

1 年次     　 3 学期　 　 　 教養教育科目      必修      1 単位

本講義では， 学習内容が Society5 .0 実現のためにどう 活用されるか理解のう え， データサイエンスの基盤となる統計および数理

の基礎と ， データサイエンスの応用事例を修得し， さ らに機械学習の概念を学んで， データサイエンスの果たす役割を概観する。

SDGs： エネルギーとエント ロ

ピー

1 年次     　 3 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。 具

体的には， 現代のエネルギー問題を熱力学の法則に基づいて整理すると と もに， 環境問題へのエネルギー・ エント ロピーの概念

の適用についてわかり やすく 解説する。 それを基礎に， 現代の動力文明を持続するための方策ならびに， 地球上における太陽エ

ネルギーと土・ 水資源の果たす役割を理解し ， 地球環境問題に対する認識を深める。 また， 人類が自然と共生できる豊かな未来

社会の創造について考える。

SDGs： 地球と環境

1 年次     　 3 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。 具

体的には， 前半では， 気圏で起きている環境問題とそのメ カニズム， および人工衛星による環境モニタ リ ングを理解し ， 環境問

題を地球的視点から考える能力を身につける。 また， 人類が生存していく ためには食糧生産が不可欠であり ， 農業という 形で地

球環境に大きく 手を加えてきた。 食糧生産と地球環境の持続可能性の問題を理解し ， 人間活動と環境問題について地球的視点か

ら考える能力を身につける。 後半では， まず地球規模で起きている環境問題について知り その原因構造を探る 。 次に， 日本の公
害問題についてその被害と原因について学ぶ。 さ らに， 世界におけるエネルギー・ 資源の大量消費と環境問題との関連について

認識する。 そし て， 地球環境問題の拡大の深刻さや， ローマクラブの成長の限界， 地球温暖化シミ ュレーショ ン， 統合評価モデ

ルなどの環境予測について学習する。 最後に， それらの問題に対する対策や持続可能社会に向けての方向について考える。

SDGs： 基礎地球科学

1 年次     　 3 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。 具

体的には， 人間活動・ 地域環境と関連の深い地球科学に関する事項のう ち ， 特に地殻， 地盤， 岩石， 土壌に関する問題について

基礎的知識を講述する。

SDGs： 気象と水象

1 年次     　 3 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。

大気と水はと もに環境を構成する重要な要素であり ， 地域や地球を循環している。 この循環する性質があるために， 多く の人間

や生物の生存が可能になる。 この講義では， 大気大循環， 蒸発・ 降水・ 流出とつながる水循環， その各論と し て降水現象， 雨水

の河川への水文流出について， 水環境と し て， 洪水と治水， 渇水と利水， 水利用と水質， 水問題の今日的課題について， 気象環

境と し て， 気温の経年変化と地球温暖化， アメ ダスを中心と し た日本の気象観測体制， 蒸発散のメ カニズムと測定・ 推定方法に

ついて講述する。

SDGs： 化学イノ ベーショ ン

1 年次     　 3 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。 具

体的には， 我々の身の回り では， 様々な化学物質が使用されており ， 本講義では， 無機化合物を中心と し た化学材料がどのよう
に使われているか概説する。 さ らには， 化学物質やエネルギー循環の観点から ， 環境問題とその問題解決のための化学・ 科学技

術について学ぶ。

SDGs： 生命科学

1 年次     　 4 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。 具

体的には， 化学， 生化学， あるいは分子生物学の立場からのバイオテクノ ロジーへのアプローチを概説する 。 さ まざまな生物機

能が分子レベルで解明されてきたことに伴い， 化学や生化学， 分子生物学の手法がバイオテクノ ロジー分野に広く 応用されるよ

う になったこと を学ぶ。

SDGs： 大気環境学

1 年次     　 4 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。 具
体的には， 地球大気の特徴を決定づける放射の法則と熱力学， 水蒸気の性質と降水をもたらす積雲の構造， 災害をもたらす気象

現象およびリ モート センシング技術および温室効果ガス濃度上昇と温暖化に関する最新情報について解説し ， 現在の地球大気の

環境について正しい理解を深める。

SDGs： 自然エネルギー利用技

術

1 年次     　 4 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs 科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。 具

体的には， 持続可能な自然エネルギーである太陽光発電や， 無損失で電力伝送を可能にする高温超電導技術は， 次世代の電力網

技術や交通手段といった社会インフラを構築するための革新技術と し て期待されており ， これらの技術の特徴や具体的な応用分

野について講述し ， 利点や欠点を含めて現状と将来について考える。
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科目名 授 業 要 旨 等

SDGs： 循環型社会システム学

1 年次     　 4 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGs のプロセスを理解するための授業である。

世界的な人口増大・ 経済活動の拡大に伴って資源環境制約が高まってきており ， 天然資源の消費量を減らし て， 環境負荷をでき

るだけ少なく し た「 循環型社会」 の構築が喫緊の課題となっている。 本講義では， 循環型社会・ 持続可能な社会・ SDGs の概念
と 国際的な潮流， 資源環境制約・ 物質循環の状況， 気候変動影響への適応， 循環型社会の形成に向けた取り 組み， 農山漁村・ 都

市の連携による地域循環共生圏の構築等について先進事例を交えて講述し ， 循環型社会の構築の視点から考察する。

SDGs： 社会生活と材料工学

1 年次     　 4 学期　 　 　 教養教育科目（ SDGs科目）      選択必修      1 単位

SDGs の個別課題に対する現状と取り 組み， 今後の課題を学び Society5 .0 for SDGsのプロセスを理解するための授業である。 具

体的には， 社会生活で使用されている材料を歴史的に振り 返り ， 人類の生活や環境と どのよう な関係を保ちながら発展してきた

かについて説明する。 また， 産業の基盤となる様々な材料や構造物を力学的視点から見るこ とによって， 材料や構造物の成り立

ちや現在の状態になっている理由， 安全性， 耐久性， 持続性等について学ぶ。

工学倫理

3 年次     　 1・ 3・ 4 学期　 　 　 高年次教養科目      必修      1 単位

将来， 技術者と し て社会で活躍していく と きに，「 様々な法令・ 規則を遵守していれば倫理的に問題がない」 とはいえない。 技術
者の仕事は創造的な作業なので， 規則ができたと きには想像もつかない事態がおこることがあり ， そのと きに適切に判断し ， 社

会に対して責任を果たしていく ことが求められる。 技術者と し て倫理的に適切な判断ができるよう になるために， 種々の事例を

通し ， 工学倫理に対する考えを学ぶ。 社会や自然に対する科学技術の影響を理解し， Society5 .0 for SDGs のプロセスにおける技

術者と し ての責任を自覚すること を目的とする。

機械システム系概論

3 年次     　 3 学期　 　 　 高年次教養科目      選択必修      0 . 5 単位

本講義は機械システム系以外で専門を学んだものを対象とし ，機械システム系の技術を体系的に整理して概要を解説する。さ らに，

各技術が日常生活で活用されている具体事例を取り 上げて理解を深める 。 本講義の目的は， 他の系の技術の評価軸や特有の考え

方を学ぶことにより ， 自身が修得する専門的な学習内容が， どう SDGsに貢献するかを改めて考え， 理解すること で専門教育科

目の興味関心を深度あるものとすることにある。

環境・ 社会基盤系概論

3 年次     　 3 学期　 　 　 高年次教養科目      選択必修      0 . 5 単位

本講義は環境・ 社会基盤系以外で専門を学んだものを対象と し ， 環境・ 社会基盤系の技術を体系的に整理して概要を解説する 。

さ らに， 各技術が日常生活で活用されている具体事例を取り 上げて理解を深める 。 本講義の目的は， 他の系の技術の評価軸や特

有の考え方を学ぶことにより ， 自身が修得する専門的な学習内容が， どう SDGs に貢献するかを改めて考え， 理解すること で専

門教育科目の興味関心を深度あるものとすることにある。

情報・ 電気・ 数理データ サイ

エンス系概論

3 年次     　 3 学期　 　 　 高年次教養科目      選択必修      0 . 5 単位

本講義は情報・ 電気・ 数理データサイエンス系以外で専門を学んだ者を対象と し ， 情報・ 電気・ 数理データ サイエンス系の技術

が社会で活用されている具体事例を取り 上げて理解を深める 。 本講義の目的は， 他の系の技術の評価軸や特有の考え方を学ぶこ

と により ， 自身が修得する専門的な学習内容が， どう SDGsに貢献するかを改めて考え， 理解すること で専門教育科目の興味関
心を深度あるものとすることにある。

化学・ 生命系概論

3 年次     　 3 学期　 　 　 高年次教養科目      選択必修      0 . 5 単位

本講義は化学・ 生命系以外で専門を学んだものを対象と し ， 化学・ 生命系の技術を体系的に整理し て概要を解説する 。 さ らに，

各技術が日常生活で活用されている具体事例を取り 上げて理解を深める 。 本講義の目的は， 他の系の技術の評価軸や特有の考え

方を学ぶことにより ， 自身が修得する専門的な学習内容が， どう SDGsに貢献するかを改めて考え， 理解すること で専門教育科

目の興味関心を深度あるものとすることにある。

微分積分

1 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      2 単位

初等関数の微分・ 積分を中心に講義する。 はじめに， 極限の数学的定義を説明し ， １ 変数関数の連続， 微分可能性を定義し ， さ

まざまな一数関数の微分法，微分法の応用と しての不定形関数の極限や，級数展開法を用いた関数の近似法を説明する。 次に，リ ー
マン積分の概念を説明し不定積分， 原始関数という 積分法の基礎について説明し ， 様々な一変数関数の積分法を述べる。 さ らに，

多変数関数の連続性， 多変数関数の特性解析に必須の偏微分法について説明し たのち ， 全微分を定義し ， 多変数関数の振る舞い

の解析法を述べる。

線形代数

1 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      2 単位

線形代数は自然科学や社会科学など数学を利用する現代科学の諸分野で基礎的なものであり ， 工学的な諸問題に幅広く 用いられ
ている。 この講義では行列とそれを用いた連立１ 次方程式の解法， 行列式の性質， 固有値と固有ベクト ル， 線形ベクト ル空間と

部分空間などの諸概念について述べ， 演習により それらの諸概念を修得する。

工学基礎実験実習

1 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      2 単位

工学系の各専門分野の基礎知識を実験や実習を通して確認する 。 さ らに， これらの実験と演習を通して各専門分野の原理や規則

をより よく 理解し ， さ らなる学習に役立てる。

工学安全教育

1 年次     　 3 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      1 単位

本講義では工学部の学生と し て実験や研究活動における安全確保のために必要な， 基礎的な知識の修得， 安全推進のための手段

の理解と実践能力の獲得を行う 。 具体的には， 工学一般での， 安全の意味と安全工学の基礎， 災害や危険の種類と対策， 緊急時

の対応法， 社会への説明責任を学ぶ。

数理・ データサイエンス（ 発展）

1 年次     　 4 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      1 単位

学習内容が Society5 .0 実現のためにどう 活用されるか理解のう え， 数理・ データサイエンスを支える確率と統計に関する知識を

学ぶこと を目的とする。

本講義では， 確率・ 統計の基礎概念， 確率変数・ 確率分布， 母集団と標本の考え方， 標本分布， 推定と検定などについて修得する。

専門英語

3 年次     　 1 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      2 単位

科学技術者には国際的に通用するコ ミ ュニケーショ ン能力が求められている 。 そこで， 専門分野に関連した内容の英文を題材に

選び， 専門用語を含む実践的な単語力の増強， 英文の正確な読解，実験で得られた情報の英文での記述， 外国人とのコミ ュニケー

ショ ン能力などの向上をめざす。 ４ 年次に各研究室で特別研究（ 卒業研究） をおこなう ためにも必須の授業である。

物理学基礎（ 力学）

1 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      2 単位

力学は，自然現象における物体の運動現象を理解するために必要であり 工学分野の基礎となる。本講義では，質点の位置，運動法則，
仕事， エネルギー， ポテンシャルについて数学的に記述し， 解析するための基礎を学習する。

物理学基礎（ 電磁気学）

1 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 専門基礎科目      選択      2 単位

モータ， 無線通信機器， MRI ， 加速器など， 身近な機器から最先端の科学まで工学の分野で用いられる物理学の基礎と し て， 電

磁気学の基礎的な事項である静電界， 電流がつく る磁界， 電磁誘導， 電磁波について工学への身近な応用を交えて講義する。

プログラミ ング

1 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 専門基礎科目      選択      2 単位

C 言語の基本的な文法の理解と実際のプログラム作成を通してプログラ ミ ングの面白さ を体験する 。 プログラミ ングに関わる処

理系とツールを活用した実際的なプログラム開発の基礎を体験する。
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科目名 授 業 要 旨 等

微分方程式

1 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 専門基礎科目      必修      2 単位

自然法則は微分方程式の形で記述されるものが多い。 また， 工学のさまざまな分野における現象の記述や設計・ 解析の数学的手

段とし て， 微分方程式がしばしば用いられる。 本授業では，常微分方程式の基礎概念，変数分離形・同次形， １ 階線形微分方程式，

完全微分方程式と積分因子， 2 階線形微分方程式の解法と 解の性質， 線形非同次微分方程式の未定係数法による特殊解の解法と
記号的解法による方法， 1 階連立線形微分方程式等について， その数学的意味や解析的解法を述べ， 工学における応用について

も触れる。 講義の後には演習を行い， 理解を深め問題解決能力と応用力がつく よう に授業を進める。

化学基礎

1 年次     　 2 学期　 　 　 専門基礎科目      選択      2 単位

大学での専門的な “ 化学 ” を学ぶ上で， 最も基礎となる概念を修得する。 高校までの化学では多く の場合断片的な事柄の集まり

と して学んできたが，大学での化学では，相互に関係づけて理解する。 主な内容は，① 周期表を軸と し て理解する元素の電子構造， 

②電子配置の視点から学ぶ化学結合や化合物の化学的・ 物理的性質， ③ 現代の化学の基盤となる量子化学の基礎， ④ 気体の性質

を中心と し て学ぶ物理化学の基礎。

生物学基礎

1 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 専門基礎科目      選択      2 単位

生命現象の様々な局面を分子レベルで理解し ， 分子細胞生物学の基礎的知識を修得すること を目的と し て， 生体分子， 細胞およ
び生物体の構造と働きについて学ぶ。 また， このこと を踏まえて生物が示す諸現象全般に関する理解を深める。
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② 機 械 シ ス テ ム 系

【 ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，授業科目，履修方法，授業要旨】



機械システム系の学位授与と教育課程編成・ 実施の方針

機械工学コースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科機械システム系機械工学コースは， 人や環境と調和し ， 安全で持続可能な社会に役立つ新しい機械を創造するため

の技術開発を行ったり ， 機械システムを設計， 開発， 管理， 運用し ， 発展させたり することができる， 課題探求能力及びデザイン

能力に優れ， 高い倫理観を持って国際的に活躍できる機械工学技術者の養成を行う 。

機械工学コースディ プロマ・ ポリ シーはこの理念に基づき， 所定の期間在学し ， 所定の単位を修得した学生に対し ， 以下の能力

を身に付けたものと認定し ， 学士（ 工学） の学位を授与する。

機械工学コース DP・ コンピテンシー

学部 DP コース DP 要素 コース DP 詳述 コンピテンシー コンピテンシー詳述

教養１
多面的に考える素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲

げられている多様性と包摂性のある

社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と して，今日的課題についての知識，

多面的に物事を考える素養と能力を

身に付けている。

俯瞰的な課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を述べるための俯瞰的な課題把握と総合的な調査をする

ことができる。

多様性の理解と社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を理解し ，

その中で活動することができる。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対して

負っている責任などを理解し ， 技術

者・ 研究者とし ての倫理能力を身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対して負っている責任を理解し説明すること が

できる。

技術者・ 研究者倫理の理

解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を認識し説明するこ

とができる。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力

【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データサイエンスに関する基礎

知識の活用能力を身に付けている。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を修得し ， これらの知識を技術的専
門知識と関連づけることができる。

工学・ 自然科学の知的基

盤

工学・ 自然科学分野に関する基礎知識を修得し ， これら

の知識を技術的専門知識と関連づけ， 整理するこ とがで

きる。

情報・ 数理データ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイエンス分野の基礎知識を修得し，

これらの知識を技術的専門知識と関連づけることができ

る。

専門性２

機械システムの基礎知

識と応用能力
【 専門性２ －１ 】

機械システムの基礎と なる材料力

学， 熱力学， 流体力学や， 制御， 機

械工作についての基礎知識を修得
し ， 機械の設計・ 開発・ 製造に応用

する基礎能力を身に付けている。

機械システムの基礎知識
力

機械システムの基礎知識を理解している。

機械システム基礎知識の
応用能力

機械システムの基礎知識を応用できる。

機械工学の理解と応用
能力【 専門性２ －２ 】

材料工学， 生産工学， 熱エネルギー

工学などに関する機械工学の専門知
識と応用能力， それらを基に社会課

題を発見し解決する能力を身に付け

ている。

機械工学の知識力 機械工学の知識を理解している。

機械工学知識の応用能力 機械工学の知識を応用できる。

情報力

社会課題解決のための

情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と分析

によって課題を整理し， 的確に理解

する能力， 成果を効果的に発信する

能力を身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する

ことができる。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を行い， データ に基づいた判断を下し， また，

成果を効果的に発信できる。

行動力１
コ ミ ュニケーショ ン能

力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的

な協力を行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュ

ニケーショ ンスキルを身に付けてい

る。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を理解し議論できる。

コ ミ ュニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができる。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を進め， リ ー

ダーシッ プを発揮し ， 成果と し てま
とめる能力を身に付けている。

立案遂行能力
目標を設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する計

画を立案遂行できる。

チーム総括能力
チームをまとめ， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

できる。

自己実現力
生涯に亘る 学習能力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続

可能な社会の実現への取り組みを通

して自己成長する能力を身に付けて

いる。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を続け， 必要に応じて新しい知識

や技能を取得及び活用できる。

持続可能な社会へ貢献す

る能力

持続可能な社会を実現するために生涯に亘り 自己を高め

てゆける。

機械工学コースカリ キュラム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科機械システム系機械工学コースでは，ディ プロマ・ ポリ シーを満足する人材を養成します。 そのために，社会的ニー

ズの変化に対して， 柔軟かつ速やかに対応できるよう ， 教育組織は工学科の１ 学科制と し， その下に系及びコースを設置すること

により ， 従来の学科の枠にとらわれない分野横断的な履修を可能と しています。 カリ キュラムは， 教養教育科目と専門教育科目で

構成します。

教養教育科目は， 社会人と して幅広い知識を修得するための科目と して設定しており ， ある程度専門性を修得したう えで， 専門

性を生かすために有益となる幅広い知識を身に付けることができる高年次を対象と した科目も設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を学ぶものと して，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさらに系科目とコース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎となる授業科目と して位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグローバルな視点からの学際的な知識を身に付けるための科目を設定しています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と技術を修得し ， 専門技術者と しての素養を身に付けるための科目です。 コース科

目では， 系からさ らに細分化された各コースの専門領域についてより深い知識と技術を身に付けるための科目を設定しています。
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工学部の教育カリ キュラムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を理解するための SDGs 科目を学部共通の教養教育科目

の必修科目と して履修します。 ② Society5. 0 実現のために必要不可欠な素養である数理・ データサイエンス科目を， 教養教育科

目と専門教育科目の枠組みで， いずれも１ 年次に集中して履修します。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を履修します。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科機械システム系機械工学コースでは， 本コースディ プロマ・ ポリ シーに掲げる能力を身に付けるために， 以下の方

針により体系的な教育課程を編成しています。

多面的に考える素養と能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げられている多様性と包摂性のある社会の実現に必要な， 多面的に物事を考える素養と能力

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定しています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データサイエンスの基礎」，高年次教養科目のELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGsの実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対して負っている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と しての

倫理能力を身に付けるために， 以下の科目を提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を設定しています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコース科目の演習や実習，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と して不可欠な技術者・

研究者倫理能力を身に付けます。

工学系人材と しての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データサイエンスに関する基礎知識の活用能力を身に付けるために， 以下の科目を提供します。

教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データサイエンス（ 発展）」 を設定しています。 また，

低学年次に開講する系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を身に付けます。

機械システムの基礎知識と応用能力【 専門性２ -１ 】

機械システムの基礎と なる材料力学， 熱力学， 流体力学や， 制御， 機械工作についての基礎知識を修得し， 機械の設計・ 開発・

製造に応用する基礎能力を身に付けるために，以下の科目を提供します。 系専門科目と して，２ 年次に「 材料力学Ⅰ」，「 熱力学Ⅰ」，

「 システム制御Ⅰ」 などの基礎科目並びに「 機械工作実習Ⅰ・Ⅱ」 や「 基本機械システム製図」 の実習科目を設定しています。 また，

３ 年次の「 機械システム工学セミ ナーⅠ・ Ⅱ」 や４ 年次の「 特別研究」 を提供します。

機械工学の知識と応用力【 専門性２ －２ 】

材料工学， 生産工学， 熱エネルギー工学などに関する機械工学の専門知識と応用能力， それらを基に社会課題を発見し解決する

能力を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 コース専門科目と して， ２ ・ ３ 年次に「 材料工学」，「 機械設計学」，「 特殊加

工学」，「 伝熱学」 などの機械工学の専門科目，「 創成プロジェ クト 」 や「 創造工学実験」 などの実習・ 実験科目並びに「 機械工学英語」

を提供します。 また， ４ 年次の「 特別研究」 等を通して， 専門知識の総合的応用能力と実践力を身につけます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と分析によって課題を整理し， 解決した課題を効果的に情報発信する能力を身に付けるために，

以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と健康の区

分でアカデミ ッ ク ・ ライティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データサイエンスの基礎」， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目，

３ 年次に「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を提供します。

コミ ュニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュニケーショ ンスキル

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と健康の区分でアカデミ ッ ク・ ライティ ング系科目，言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目，３ 年次に「 技

術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を提供します。 また， 海外での語学研修， 海外留学やインターンシッ プ等のプログラム

を提供します。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・計画的に仕事を進め，成果をまとめる能力を身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目，４ 年次に「 特

別研究」 を提供します。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続可能な社会の実現への取り組みを通して自己成長する能力を身に付けるために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャリ ア関連科目を提供します。 特に， 海外留学やインターンシッ プ等

のプログラムの他， 正課外のボランティ ア活動等の機会を積極的に利用すること を推奨します。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を提

供します。

その他

・ 各授業科目とディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラバスに明示します。

・  学生は２ 年次からコースごとに定められたカリ キュラムで学習します。 また，３ 年次後半あるいは４ 年次から教育研究分野（ 研

究室） に配属します。

-  17  -



・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， 系ごとに定めた要件を満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と して高年次教養科目「 工学倫理」 を提供します。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と専門基礎科目を，２ 年次からコースに分かれて，専門科目を中心に系科目とコース科目を履修します。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を履修します。 なお， ２ 年次のコース分け後も， 他のコースの専門科目を履修するこ

とで幅広い知識が身に付けられるよう になっています。 ３ 年次後半あるいは４ 年次には教育研究分野（ 研究室） に配属され， ゼミ

ナールと 「 特別研究」 により課題発見と解決に取り組みます。 授業科目は到達目標に応じて講義， 演習， 実習， 実験等により開講

します。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じて， 定期試験， レポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラバスに明記された評価方法に基づき， 到達目標の達成度を厳格に判定します。

ロボティ クス・ 知能システムコースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科機械システム系ロボティ クス・ 知能システムコースは， 人や環境と調和し ， 安全で持続可能な社会に役立つ新しい

機械システムを創造するための技術開発を行ったり ， 機械システムを設計， 開発， 管理， 運用， 発展させたり するこ とができる，

課題探求能力及びデザイン能力に優れ， 高い倫理観を持って国際的に活躍できるロボティ クス・ 知能システム分野の技術者の養成

を行う 。

ロボティ クス・ 知能システムコースディ プロマ・ ポリ シーはこの理念に基づき， 所定の期間在学し， 所定の単位を修得した学生

に対し ， 以下の能力を身に付けたものと認定し ， 学士（ 工学） の学位を授与する。

ロボティ クス・ 知能システムコース DP・ コンピテンシー

学部 DP コース DP 要素 コース DP 詳述 コンピテンシー コンピテンシー詳述

教養１
多面的に考える素養と
能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲

げられている多様性と包摂性のある

社会の実現のため， 技術者・ 研究者
と して，今日的課題についての知識，

多面的に物事を考える素養と能力を

身に付けている。

俯瞰的な課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を述べるための俯瞰的な課題把握と総合的な調査をする
ことができる。

多様性の理解と社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を理解し ，

その中で活動することができる。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対して

負っている責任などを理解し ， 技術

者・ 研究者とし ての倫理能力を身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対して負っている責任を理解し説明すること が

できる。

技術者・ 研究者倫理の理

解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を認識し説明するこ

とができる。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力
【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データサイエンスに関する基礎
知識の活用能力を身に付けている。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を修得し ， これらの知識を技術的専
門知識と関連づけることができる。

工学・ 自然科学の知的基

盤

工学・ 自然科学分野に関する基礎知識を修得し ， これら

の知識を技術的専門知識と関連づけ， 整理するこ とがで
きる。

情報・ 数理データ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイエンス分野の基礎知識を修得し，

これらの知識を技術的専門知識と関連づけることができ

る。

専門性２

機械システムの基礎知

識と応用能力

【 専門性２ －１ 】

機械システムの基礎と なる材料力

学， 熱力学， 流体力学や， 制御， 機

械工作についての基礎知識を修得

し ， 機械の設計・ 開発・ 製造に応用

する基礎能力を身に付けている。

機械システムの基礎知識
力

機械システムの基礎知識を理解している。

機械システム基礎知識の

応用能力
機械システムの基礎知識を応用できる。

ロボティ ク ス・ 知能シ

ステム分野の知識と応

用能力【 専門性２ －２ 】

ロボティ クス・ メ カト ロニクス， 知

能システム， 制御工学に関する専門

知識と応用能力， それらを基に社会

課題を発見し解決する能力を身に付

けている。

ロボテ ィ ク ス・ 知能シス

テム分野の知識力
ロボティ クス・ 知能システム分野の知識を理解している。

ロボテ ィ ク ス・ 知能シス

テムに関する知識の応用

能力

ロボティ クス・ 知能システム分野の知識を応用できる

情報力

社会課題解決のための

情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と分析

によって課題を整理し， 的確に理解

する能力， 成果を効果的に発信する
能力を身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する

ことができる。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を行い， データ に基づいた判断を下し， また，

成果を効果的に発信できる。

行動力１
コ ミ ュニケーショ ン能

力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的
な協力を行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュ

ニケーショ ンスキルを身に付けてい

る。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を理解し議論できる。

コ ミ ュニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができる。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を進め， リ ー

ダーシッ プを発揮し ， 成果と し てま

とめる能力を身に付けている。

立案遂行能力
目標を設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する計

画を立案遂行できる。

チーム総括能力
チームをまとめ， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

できる。

自己実現力
生涯に亘る 学習能力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続

可能な社会の実現への取り組みを通

して自己成長する能力を身に付けて
いる。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を続け， 必要に応じて新しい知識

や技能を取得及び活用できる。

持続可能な社会へ貢献す

る能力

持続可能な社会を実現するために生涯に亘り 自己を高め

てゆける。
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ロボティ クス・ 知能システムコースカリ キュラム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科機械システム系ロボティ クス・ 知能システムコースでは， ディ プロマ・ ポリ シーを満足する人材を養成します。 そ

のために， 社会的ニーズの変化に対して， 柔軟かつ速やかに対応できるよう ， 教育組織は工学科の１ 学科制と し ， その下に系及び

コースを設置することにより ， 従来の学科の枠にとらわれない分野横断的な履修を可能と しています。 カリ キュラムは， 教養教育

科目と専門教育科目で構成します。

教養教育科目は， 社会人と して幅広い知識を修得するための科目と して設定しており ， ある程度専門性を修得したう えで， 専門

性を生かすために有益となる幅広い知識を身に付けることができる高年次を対象と した科目も設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を学ぶものと して，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさらに系科目とコース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎となる授業科目と して位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグローバルな視点からの学際的な知識を身に付けるための科目を設定しています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と技術を修得し ， 専門技術者と しての素養を身に付けるための科目です。 コース科

目では， 系からさ らに細分化された各コースの専門領域についてより深い知識と技術を身に付けるための科目を設定しています。

工学部の教育カリ キュラムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を理解するための SDGs 科目を学部共通の教養教育科目

の必修科目と して履修します。 ② Society5. 0 実現のために必要不可欠な素養である数理・ データサイエンス科目を， 教養教育科

目と専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中して履修します。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を履修します。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科機械システム系ロボティ クス・ 知能システムコースでは， 本コースディ プロマ・ ポリ シーに掲げる能力を身に付け

るために， 以下の方針により体系的な教育課程を編成しています。

多面的に考える素養と能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げられている多様性と包摂性のある社会の実現に必要な， 多面的に物事を考える素養と能力

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定しています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データサイエンスの基礎」，高年次教養科目のELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGsの実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対して負っている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と しての

倫理能力を身に付けるために， 以下の科目を提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を設定しています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコース科目の演習や実習，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と して不可欠な技術者・

研究者倫理能力を身に付けます。

工学系人材と しての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データサイエンスに関する基礎知識の活用能力を身に付けるために， 以下の科目を提供します。

教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データサイエンス（ 発展）」 を設定しています。 また，

低学年次に開講する系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を身に付けます。

機械システムの基礎知識と応用能力【 専門性２ －１ 】

機械システムの基礎と なる材料力学， 熱力学， 流体力学や， 制御， 機械工作についての基礎知識を修得し， 機械の設計・ 開発・

製造に応用する基礎能力を身に付けるために，以下の科目を提供します。 系専門科目と して，２ 年次に「 材料力学Ⅰ」，「 熱力学Ⅰ」，

「 システム制御Ⅰ」 などの基礎科目並びに「 機械工作実習Ⅰ・Ⅱ」 や「 基本機械システム製図」 の実習科目を設定しています。 また，

３ 年次の「 機械システム工学セミ ナーⅠ・ Ⅱ」 や４ 年次の「 特別研究」 を提供します。

ロボティ クス・ 知能システム分野の知識と応用能力【 専門性２ －２ 】

ロボティ クス・ メ カト ロニクス， 知能システム， 制御工学に関する専門知識と応用能力， それらを基に社会課題を発見し解決す

る能力を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 コース専門科目と して， ２ ・ ３ 年次に「 ロボッ ト 機構学」，「 メ カト ロニク

ス基礎」，「 認知工学」，「 システム制御Ⅱ」 などの専門科目，「 システム工学総合Ⅰ・ Ⅱ」 などの実習・ 実験を含む科目並びに「 工

学実践英語Ⅰ・ Ⅱ」 を提供します。 また， ４ 年次の「 特別研究」 等を通して， 専門知識の総合的応用能力と実践力を身につけます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と分析によって課題を整理し， 解決した課題を効果的に情報発信する能力を身に付けるために，

以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と健康の区

分でアカデミ ッ ク ・ ライティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データサイエンスの基礎」， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目，

３ 年次に「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を提供します。

コミ ュニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュニケーショ ンスキル

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と健康の区分でアカデミ ッ ク・ ライティ ング系科目，言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目，３ 年次に「 技

術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を提供します。 また， 海外での語学研修， 海外留学やインターンシッ プ等のプログラム

を提供します。
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仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・計画的に仕事を進め，成果をまとめる能力を身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を提供します。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続可能な社会の実現への取り組みを通して自己成長する能力を身に付けるために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャリ ア関連科目を提供します。 特に， 海外留学やインターンシッ プ等

のプログラムの他， 正課外のボランティ ア活動等の機会を積極的に利用すること を推奨します。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を提

供します。

その他

・ 各授業科目とディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラバスに明示します。

・ 学生は２ 年次からコースごとに定められたカリ キュラムで学習します。 また，３ 年次後半あるいは４ 年次から教育研究分野（ 研

究室） に配属します。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， 系ごとに定めた要件を満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と して高年次教養科目「 工学倫理」 を提供します。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と専門基礎科目を，２ 年次からコースに分かれて，専門科目を中心に系科目とコース科目を履修します。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を履修します。 なお， ２ 年次のコース分け後も， 他のコースの専門科目を履修するこ

とで幅広い知識が身に付けられるよう になっています。 教育研究分野（ 研究室） に配属された後， ４ 年次には「 特別研究」 により

課題発見と解決に取り組みます。 授業科目は到達目標に応じて講義， 演習， 実習， 実験等により開講します。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じて， 定期試験， レポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラバスに明記された評価方法に基づき， 到達目標の達成度を厳格に判定します。
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機械システム系（ 機械工学コース，ロボティクス・ 知能システムコース）

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

機械システム系入門 ○

○

○

○ ○

人文・社会科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＤＧｓ科目 注５）　参照 ○ ○ ２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） ○

情報処理入門２（情報機器の操作を含む） ○

情報処理入門３（情報機器の操作を含む） ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フランス語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

韓国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留学生のみ

○

○

○

○

注1）

注2）

注3）

注4）

注5）

高年次教養

0.5

0.5

0.5

「現代と自然」にあるSDGs科目については，工学部時間割表および授業科目読替表を参照のこと。

２科目を
選択必修

1

1

０以上

３以上

６

４以上

２

留学生につい
ては言語を個
別に指定する

情報・電気・数理データサイエンス系概論

１

0.5

0.5

0.5

工学倫理

プレ上級英語

情報リテラシー系科目

英語（ライティング）－１

英語（総合）－１

0.5

0.5

上級英語

１

アカデミック・ライティング科目の開講期は，年度の初めに公示する。

２

英語（ライティング）－２

キャリア教育・学生支援系科目

実践・社会連携系科目

１

環境・社会基盤系概論

化学・生命系概論

健康・スポーツ科学

初修外国語・Ａ群における各科目の詳細な開講期は，年度の初めに公示する。

英語（スピーキング）－１

応用日本語

英語（リーディング）－１

英語（スピーキング）－２

英語（リスニング）－２

注２）　参照

英語（総合）－２

B群

科目区分

　学生に履修指導をする
単位数及び履修方法

卒業要件単位

開講期

知
的
理
解

４

英語（リスニング）－１

英語（リーディング）－２

授業科目

高大接続科目

履修方法

導
入
教
育

実
践
知
・
感
性

注３）　参照

注１）　参照

A群

数理・データサイエンス科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

ICT（Information & Communication Technology）系科目

４

学部ガイダンス科目

２

スポーツ演習（する・みる・支える）

現代と生命

１

言

語

英語

初修外国語

英語（スピーキング）－１，英語（スピーキング）－２，英語（リーディング）－１，英語（リーディング）－２，英語（ライティング）－１，英語（ライティング）－２，英語（リスニング）－１，
英語（リスニング）－２については，１年次の１学期から４学期のうち，各自指定された学期に，各学期２科目ずつ履修する。

実践知

芸術知

数理・データサイエンス

３０教養教育科目        計     

注４）　参照

１

1年次 2年次 3年次～
選択
必修
単位

数理・データサイエンスの基礎

芸術系科目

岡山大学入門講座

キャリア形成基礎講座

必修
単位

初修外国語・B群における各科目については，全学部生が履修できるとは限らないため，開講期は示さない。
各年度における開講の有無は，年度の初めに公示する。

ガイダンス

補習教育

現代と社会

キャリア教育

健康・スポーツ科学

情報教育

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目

現代と自然

卒業要件外

0.5

0.5

１

２

２ 「現代と自然」の必修４
単位のうち，２単位は
SDGs科目を修得するこ
と。必修単位数のほか
に「現代と生命」または
「現代と自然」の科目区
分から合わせて２単位
を修得すること。

１０以上
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微分積分 2

線形代数 2

工学基礎実験実習 2

工学安全教育 1

物理学基礎（力学） 2

微分方程式 2

数理・データサイエンス(発展) 1

専門英語 2

化学基礎 2

物理学基礎（電磁気学） 2

プログラミング 2

生物学基礎 2

フーリエ・ラプラス変換 2

ベクトル・複素解析 2

機械工作実習Ⅰ 1

機械工作実習Ⅱ 1

基本機械システム製図 2

振動工学 2

材料力学Ⅰ 2

機械工作法 2

熱力学Ⅰ 2

流体力学Ⅰ 2

電子回路 2

システム制御Ⅰ　　注2）参照 2

技術表現法 1

機械システム工学セミナーⅠ 1

機械システム工学セミナーⅡ 1

機械システム工学総合実習 4

特別研究　　注3）参照 10

重積分 1

偏微分方程式 1

工業力学 2

機械加工学 2

生産システム学 2

計測工学 2

ロボティクス基礎 1

インターンシップ(長期)　　注4）参照 2

インターンシップ(短期)　　注4）参照 1

実践コミュニケーション論 2

注1）　専門基礎科目の選択科目における推奨科目は以下の２科目である。
　物理学基礎（電磁気学）
　プログラミング

注2）　機械工学コースは3学期，ロボティクス・知能システムコースは4学期。

注3）　ロボティクス・知能システムコースでは，特別研究の単位を修得するために，原則としてTOEIC L&R 450点以上が必要である。

注4）　夏季集中講義として実施される。

　インターンシップ（長期）およびインターンシップ（短期）は繰り返し履修が可能であり，合わせて２単位までを卒業要件単位とする。

機械システム系（機械工学コース，ロボティクス・知能システムコース）

コ
ー

ス
名

科  目  区  分 授業科目名

開講年次及び学期

１科
目の
単位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

２
学
期

コ
ー

ス
共
通

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

必  修

○

４
学
期

１
学
期

○

選  択
注1）参照

○

３
学
期

４
学
期

１
学
期

14

○

○

○

○

○

○

◎は推奨科目

４単位を超えて修
得した選択科目
の単位は，コース
科目（選択）の単
位として２単位ま
で認める。

4
◎

◎

○

系
科
目

必  修

○

39

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

選  択

○

○ ８単位を超え
て修得した選
択 科 目 の 単
位は，コース
科目（選択）
の 単 位 と な
る。

8

○

○

○

○

○

〇 ○

○

○

2021年度 学生便覧 P.22の修正



創成プロジェクト 2

創造工学実験 5

機械工学英語
（注1） 2

材料力学Ⅱ 2

熱力学Ⅱ 2

機械設計学 2

伝熱学 2

流体力学Ⅱ 2

メカニカルデザイン基礎 2

機構デザイン学 2

特殊加工学 2

材料工学 2

数値シミュレーション 2

CAD 1

材料応用学 1

塑性工学 1

エネルギー工学 1

潜熱移動学 1

専門教育科目　　　計 96

合　　　　　　　　　　計 126

（注1）単位修得には定期試験での合格点の他に，原則としてTOEIC L&R 400点以上相当が必要である｡

選  択　A

選  択　B

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

22

○

○

○ ○

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

○

○

○

9

○

機
械
工
学
コ
ー

ス

専
門
教
育
科
目

コ
ー

ス
科
目

必  修

４
学
期

１
学
期

○

機械工学コー
ス選択Aから
12単位以上
を修得，かつ
メカニカルデ
ザイン基礎お
よび数値シ
ミュレーション
のうちいずれ
か２単位修得
する。

ロボティクス・
知能システム
コース科目を
６単位まで認
める。

機械システム系（機械工学コース）

コ
ー

ス
名

科  目  区  分 授業科目名

開講年次及び学期
１科
目の
単位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期
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システム工学総合Ⅰ 2

システム工学総合Ⅱ 4

工学実践英語Ⅰ 1

工学実践英語Ⅱ 1

ディジタル回路 2

システムＣＡＤ 1

ロボット機構学 1

メカトロニクス基礎Ⅰ 1

メカトロニクス基礎Ⅱ 1

ロボットビジョン 1

システム制御Ⅱ 1

エネルギー環境システム基礎論 1

認知工学 2

知的制御システム 1

知能ロボット運用論 1

オペレーションズ・リサーチⅠ 1

オペレーションズ・リサーチⅡ 1

オペレーションズ・リサーチⅢ 1

メカトロニクス応用 1

移動ロボット学 1

ロボットダイナミクス 2

インターフェイス設計学 1

専門教育科目　　　計 96

合　　　　　　　　　　計 126

○

○

○

○

○

○

ロ
ボ
テ

ク
ス
・
知
能
シ
ス
テ
ム
コ

ス

専
門
教
育
科
目

コ

ス
科
目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

卒業
要件
単位

履修要件

１科
目の
単位
数

１
学
期

２
学
期

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

２
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

科  目  区  分

コ

ス
名

３
学
期

１
学
期

必  修

授業科目名

開講年次及び学期

○

選  択

○

機械工学
コース科目
を6単位ま
で認める

○

23

8

機械システム系（ ロボティクス・ 知能システムコース）
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機械システム系卒業要件単位数

科　 目　 区　 分    履　 　 修　 　 要　 　 件     卒業要件単位

教
養
教
育
科
目

ガイ ダン ス科目 必　 　 　 修　 　 ２ 単位                                  　 　 １ 年次      

３ ０ 単位

知
的
理
解

現代と 社会 必　 　 　 修　 　 ２ 単位     

現代と 生命 必修２ 単位以上  

合計８ 単位以上
現代と 自然

必修４ 単位以上（ 内２ 単位は SDGs 科目の単位を修得する こ と ）

（ 注） 機械シス テム系の教員が担当する 「 ト ラ イ ボロ ジーの世界」 は履修し ては

いけない。 また，微分と 積分 *，線形代数 *，教養物理学（ 力学） *，教養物理学（ 電

磁気学） *， 教養物理学実験， 統計学入門 *も 履修し てはいけない。（ *には， １ ，

２ が入る ）

実
践
知

・
感
性

実践知

芸術知

汎
用
的
技
能
と

健
康

情報教育 必　 　 　 修　 　 ２ 単位 　 　 １ 年次      

数理・ データ サイ エン ス 必　 　 　 修　 　 １ 単位 　 　 １ 年次      

キャ リ ア教育

健康・ スポーツ科学

アカデミ ック・ライティ ング

言
語

英語         
英語（ スピーキン グ） *，英語（ ラ イ ティ ン グ） *，英語（ リ ーディ ング） *，英語（ リ スニン グ） *，英語（ 総

合） *の計６ 単位は必修（  *には， １ ，２ が入る ）

上級英語（ プレ 上級英語含む） およ び初修外国語のう ち から ４ 単位以上を 修得するこ と

（ 注） 留学生については履修外国語科目を 個別に指定する
初修外国語

高年次教養 必　 　 　 修　 　 ２ 単位  （ 注） 他学部の高年次教養科目は卒業要件外と なる 。 　 　 ３ 年次      

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

必　 　 　 修　 １ ４ 単位                                                    

選　 　 　 択　 　 ４ 単位

（ 注） ４ 単位を 超えて修得し た選択科目の単位は，コ ース科目（ 選択） の単位と し て２ 単位まで認める 。

１ ８ 単位

専
門
科
目

系科目         

必　 　 　 修　 ３ ９ 単位

選　 　 　 択　 　 ８ 単位

（ 注） ８ 単位を 超えて修得し た選択科目の単位は， コ ース科目（ 選択） の単位と なる 。

４ ７ 単位

機械工学コ ース科目         

必　 　 　 修　 　 ９ 単位

選　 　 　 択　 ２ ２ 単位

（ 注） 機械工学コ ース選択 A から 12 単位以上を 修得， かつメ カ ニカ ルデザイ ン 基礎およ び数値シミ ュ

レ ーショ ン のう ち いずれか２ 単位修得する 。

（ 注） ロボティ ク ス・ 知能システムコ ース科目を ６ 単位まで認める 。
３ １ 単位

ロ ボティ ク ス・ 知能システ

ムコ ース科目

必　 　 　 修　 　 ８ 単位

選　 　 　 択　 ２ ３ 単位

（ 注） 機械工学コ ース科目を 6 単位まで認める 。

合　 　 　 　 計 １ ２ ６ 単位

機械工学コ ース

３ 年次実験（ 創造工学実験） 履修要件

履修する 年度の前年度末時点で， ２ 年以上在学し ている と と も に以下の基準の全てを 満たすこ と 。 ただし ， こ の要件は３ 年次

編入学生には適用し ない。

①卒業要件単位の総修得単位数が 60 単位以上である こ と 。 ②専門基礎科目の工学基礎実験実習， 系科目の機械工作実習Ⅰ， Ⅱ

と 基本機械システム製図， コ ース科目の創成プロ ジェ ク ト の単位を 修得済みである こ と 。

特別研究申請要件

申請する 年度の前年度末時点で，３ 年以上（ ３ 年次編入学生は１ 年以上） 在学し ている と と も に以下の基準の全てを 満たすこ と 。

①教養教育科目の高年次教養科目を 除く 卒業要件単位（ 28 単位） を 修得済みである こ と 。 ②卒業要件単位の総修得単位数が

102 単位以上（ ただし ， ３ 年次編入学生は 98 単位以上） である こ と 。 ③創造工学実験の単位を修得済みで， かつ３ 年次までに

配当さ れたすべての必修科目と 機械工学コ ース科目選択 A の未修得単位の合計が 8 単位以下である こ と 。

ロボティ ク ス・ 知能システムコ ース

３ 年次実験（ システム工学総合Ⅰ・ Ⅱ） 履修要件

履修する 年度の前年度末時点で， ２ 年以上在学し ている と と も に以下の基準の全てを 満たすこ と 。 ただし ， こ の要件は３ 年次

編入学生には適用し ない。

①卒業要件単位の総修得単位数が 60 単位以上である こ と 。 ②教養教育科目の情報処理入門 1， 2， 専門基礎科目の工学基礎実

験実習， 系科目の機械工作実習Ⅰ， Ⅱの単位を修得済みである こ と 。

特別研究申請要件

申請する 年度の前年度末時点で，３ 年以上（ ３ 年次編入学生は１ 年以上） 在学し ている と と も に以下の基準の全てを 満たすこ と 。

①教養教育科目の高年次教養科目を 除く 卒業要件単位（ 28 単位） を 修得済みである こ と 。 ②卒業要件単位の総修得単位数が

102 単位以上（ ただし ， ３ 年次編入学生は 98 単位以上） である こ と 。 ③システム工学総合Ⅰ， Ⅱ， 基本機械システム製図の単

位を 修得済みで， かつ３ 年次までに配当さ れた専門教育科目の必修科目の未修得単位数が 8 単位以下である こ と 。

他学部・ 他系履修について

１ ． 他学部， 他系の科目を 履修する 場合は， 以下の条件を満たせば通算で６ 単位を 限度と し てコ ース科目の選択（ 機械工学コ ー

スは選択 B） と し て取り 扱う こ と がある。 ただし ， 教員免許に係る「 教育職員免許状取得のための教育学部の授業」 及び「 教

科及び教科の指導法に関する 科目」 は卒業要件外科目と し て取り 扱う 。

①コ ースの教育内容に関係の深い内容である。

②所属する 系には似た内容の科目が開講さ れていない。

２ ． 全学開放の専門教育科目のう ち ， 工学部の他系の科目を 履修する 場合は， １ ． の他学部， 他系の科目を 履修する 場合と 同

じ 扱いと する 。

３ ． 他学部， 他系の専門教育科目を履修する 場合は， 必ず願い出によ り コ ース（ コ ース未配属の場合は系） の承認を 得て履修

する こ と 。
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 ，または９月末時点
Ｖ

 ，または９月末時点
Ｖ



知
的
理
解

 (
現
代
と
社
会
，
現
代
と
生
命
，
現
代
と
自
然

) 

実
践
知
・
感
性

 (
実
践
知
，
芸
術
知

)，
汎
用
的
技
能
と
健
康

 (
情
報
教
育
，
キ
ャ
リ
ア
教
育
，
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
，
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

) 

英
語
系
科
目
・
初
修
外
国
語
系
科
目

◎
英
語
（
総
合
）
-1
，

2 
(各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

1科
目
ず
つ
履
修

) 

◎
微
分
積
分

◎
線
形
代
数

◎
工
学
基
礎
実
験
実
習

◎
工
学
安
全
教
育

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

◎
工
学
倫
理

◎
専
門
英
語

◎
技
術
表
現
法

科
目
区
分

◎
必
修
科
目

選
択
科
目

1年
次

1学
期

2
学
期

3学
期

4学
期

2
年
次

1学
期

2学
期

3学
期

4
学
期

3
年
次

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

4
年
次

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

◎
情
報
処
理
入
門

1 

○
物
理
学
基
礎

(電
磁
気
学

) 

◎
物
理
学
基
礎

(力
学

) 

生
物
学
基
礎

◎
微
分
方
程
式

◎
情
報
処
理
入
門

2 

○
は
推
奨
科
目

◎
英
語
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）-

1，
2，
英
語
（リ
ー
デ
ィ
ン
グ
） 

-1
，

2，
英
語
（ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
） 

-1
，

2，
英
語
（リ
ス
ニ
ン
グ
） 

-1
，

2 
(各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

2科
目
ず
つ
履
修

) 

◎
キ
ャ
リ
ア
形
成
基
礎
講
座

◎
岡
山
大
学
入
門
講
座

◎
化
学
・生
命
系
概
論

◎
情
報
・電
気
・数
理
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
系
概
論

◎
環
境
・社
会
基
盤
系
概
論

◎
数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎

◎
数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
（発
展
）

◎
フ
ー
リ
エ
・ラ
プ
ラ
ス
変
換
◎
ベ
ク
ト
ル
・
複
素
解
析

工
業
力
学

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

◎
機
械
工
作
法

◎
シ
ス
テ
ム
制
御
Ⅰ

◎
振
動
工
学

◎
材
料
力
学

I 
生
産
シ
ス
テ
ム
学

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
総
合
実
習

重
積
分

◎
基
本
機
械
シ
ス
テ
ム
製
図

◎
熱
力
学

I 
◎
電
子
回
路

◎
流
体
力
学

I 
◎
機
械
工
作
実
習
Ⅰ

◎
機
械
工
作
実
習
Ⅱ

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

◎
特
別
研
究

偏
微
分
方
程
式

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
系
入
門

計
測
工
学

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
基
礎

機
械
加
工
学

機
構
デ
ザ
イ
ン
学

◎
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

熱
力
学

II

◎
創
造
工
学
実
験

材
料
工
学

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

材
料
力
学

II

機
械
設
計
学

流
体
力
学

II

◎
機
械
工
学
英
語

塑
性
工
学

メ
カ
ニ
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
基
礎

C
A

D 特
殊
加
工
学

伝
熱
学

潜
熱
移
動
学

材
料
応
用
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

◎
創
造
工
学
実
験

化
学
基
礎

◎
工
学
部

S
D

G
ｓ
科
目
（
※
）

（
※
）工
学
部

S
D

G
ｓ
科
目
と
は
「S

D
G

s：
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」，
「S

D
G

s：
地
球
と
環
境
」
，
「
S

D
G

s：
基
礎
地
球
科
学
」
，
「S

D
G

s：
気
象
と
水
象
」，
「S

D
G

s：
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」，

「
S

D
G

s：
生
命
科
学
」
，
「
S

D
G

s：
大
気
環
境
学
」，
「S

D
G

s：
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
」，
「S

D
G

s：
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
学
」，
「S

D
G

s：
社
会
生
活
と
材
料
工
学
」を
示
す

２
科
目
選
択
必
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ（
機
械
工
学
コ
ー
ス
）
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知
的
理
解

 (
現
代
と
社
会
，
現
代
と
生
命
，
現
代
と
自
然

) 

実
践
知
・感
性

 (
実
践
知
，
芸
術
知

)，
汎
用
的
技
能
と
健
康

 (
情
報
教
育
，
キ
ャ
リ
ア
教
育
，
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
，
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

) 

英
語
系
科
目
・
初
修
外
国
語
系
科
目

◎
英
語
（
総
合
）
-1
，

2 
(各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

1科
目
ず
つ
履
修

) 

◎
微
分
積
分

◎
線
形
代
数

◎
工
学
基
礎
実
験
実
習

◎
工
学
安
全
教
育

化
学
基
礎

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

◎
工
学
倫
理

◎
専
門
英
語

◎
技
術
表
現
法

科
目
区
分

◎
必
修
科
目

選
択
科
目

1年
次

1学
期

2学
期

3学
期

4学
期

2
年
次

1
学
期

2学
期

3学
期

4
学
期

3年
次

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

4
年
次

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

◎
情
報
処
理
入
門

1 

必
修
科
目
を
配
置
し
な
い

○
物
理
学
基
礎

(電
磁
気
学

) 

◎
物
理
学
基
礎

(力
学

) 

生
物
学
基
礎

◎
微
分
方
程
式

◎
情
報
処
理
入
門

2 

○
は
推
奨
科
目

◎
英
語
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）-

1，
2，
英
語
（リ
ー
デ
ィ
ン
グ
） 

-1
，

2，
英
語
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
） 

-1
，

2，
英
語
（リ
ス
ニ
ン
グ
） 

-1
，

2 
(各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

2科
目
ず
つ
履
修

) 

◎
キ
ャ
リ
ア
形
成
基
礎
講
座

◎
岡
山
大
学
入
門
講
座

◎
化
学
・生
命
系
概
論

◎
情
報
・電
気
・数
理
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
系
概
論

◎
環
境
・
社
会
基
盤
系
概
論

◎
数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎

◎
数
理
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
（発
展
）

◎
フ
ー
リ
エ
・ラ
プ
ラ
ス
変
換
◎
ベ
ク
ト
ル
・
複
素
解
析

工
業
力
学

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

◎
機
械
工
作
法

◎
振
動
工
学

◎
材
料
力
学

I 
生
産
シ
ス
テ
ム
学

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
総
合
実
習

重
積
分

◎
基
本
機
械
シ
ス
テ
ム
製
図

◎
熱
力
学

I 
◎
電
子
回
路

◎
流
体
力
学

I 
◎
機
械
工
作
実
習
Ⅰ

◎
機
械
工
作
実
習
Ⅱ

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

◎
特
別
研
究

偏
微
分
方
程
式

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路

知
能
ロ
ボ
ッ
ト
運
用
論

シ
ス
テ
ム

C
A

D

シ
ス
テ
ム
制
御

II

ロ
ボ
ッ
ト
機
構
学

ロ
ボ
ッ
ト
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
シ
ス
テ
ム
基
礎
論

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
基
礎

II

知
的
制
御
シ
ス
テ
ム

移
動
ロ
ボ
ッ
ト
学

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
設
計
学

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
基
礎

I 

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
系
入
門

計
測
工
学

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
基
礎

機
械
加
工
学

◎
工
学
実
践
英
語
Ⅰ
◎
工
学
実
践
英
語
Ⅱ

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ

I 
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・リ
サ
ー
チ

II
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・リ
サ
ー
チ

II
I

◎
シ
ス
テ
ム
工
学
総
合

I 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用

◎
シ
ス
テ
ム
工
学
総
合

II
認
知
工
学

ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

◎
工
学
部

S
D

G
ｓ
科
目
（
※
）

（
※
）工
学
部

S
D

G
ｓ
科
目
と
は
「S

D
G

s：
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」，
「S

D
G

s：
地
球
と
環
境
」，
「S

D
G

s：
基
礎
地
球
科
学
」，
「S

D
G

s：
気
象
と
水
象
」
，
「
S

D
G

s：
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
，

「
S

D
G

s：
生
命
科
学
」
，
「
S

D
G

s：
大
気
環
境
学
」，
「S

D
G

s：
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
」，
「S

D
G

s：
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
学
」，
「S

D
G

s：
社
会
生
活
と
材
料
工
学
」
を
示
す

２
科
目
選
択
必
修

◎
シ
ス
テ
ム
制
御
Ⅰ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ（
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
知
能
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
）
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授業科目・ 授業要旨

科目名 授 業 要 旨 等

フーリ エ・ ラプラス変換

2 年次     　 1 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

機械システム工学の高度な学問の修得にあたって， フーリ エ解析・ ラプラス変換は必須な土台を提供する基礎学問である。 空間，

時間のスペクト ル分解により ， 種々な現象へアプローチする方法を学ぶこと を目的とする 。 有限区間で与えられた関数はフーリ

エ級数展開が，無限区間で与えられた関数は，フーリ エ変換を行う ことが可能である。 またラプラス変換は制御理論の基礎となる。

以上の内容を講義する。

ベクト ル・ 複素解析

2 年次     　 2 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

力学， 制御理論や流体力学などの講義で必要なベクト ル解析， 複素解析の基礎的な内容を解説する。 ベク ト ル解析ではベクト ル

代数， ベクト ルの微分・ 積分， 勾配， 発散， 回転などの演算の説明など。 複素解析では複素数の導入から始まり ， 複素変数の初

等関数， 級数の収束などを説明する。

機械工作実習Ⅰ

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 系科目      必修      1 単位

工作機械を使用して金属部品を精度よく 加工する方法を実際に自分で機械を動かして体得すること を目的と し ている 。 旋盤作業，

フライス盤作業， 切断・ 溶接作業， NC プログラミ ングと NC 工作機械操作の基礎を学ぶ。

機械工作実習Ⅱ

2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 系科目      必修      1 単位

1・ 2 学期の機械工作実習Ⅰで修得した各工作機械の基本操作を基に，各コースで定められた数部品からなる機械（ ジャイロスコー

プ， あるいは競技ロボッ ト 等） を作製し ， 機械工作によるモノ の製作を体得する。

基本機械システム製図

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

機械システムを製造するには必ず設計草案を図面化し ， 設計図， 製作図を作成しなければならない。 本講では設計図， 製作図作

成に要求さ れる JIS 機械製図法の基礎知識を学ぶ。 また手書きによる製図を行う こと で機械製図の基礎能力を養う と と もに， 現

在主流の CAD（ Com puter　 A ided　 Design ） を用いた機械製図を実習する。

振動工学

3 年次     　 1 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

現実のあらゆる機械は振動を避けることはできず，その防止，低減，および原因究明が設計上の大問題となる。また，振動は，自動車，

工作機械やロボッ ト 等， 機械システムの設計， 制御を行う にあたり 必須の基礎知識でもある 。 振動工学では， 一自由度の線形振

動を中心に， 振動問題の基礎概念と解析手法について学ぶ。

材料力学Ⅰ

2 年次     　 1 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

本講義では，様々な機器を設計する上で重要な材料の力学的状態についてその基礎を学ぶ。 主な内容は，応力とひずみ，弾性係数，

棒の引張， 熱応力， 主応力， はり の曲げであり ， これらを理解することにより ， 材料に力や変位を与えたと きの変形状態を知る

ことができるよう になる。

機械工作法

2 年次     　 1 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

材料を所望の形状・ 寸法に工業的方法で加工することが機械工作法であり ， 早く 安く 良い品質のものを作ること を最終目的と し

ている。 議義では，機械工作法のう ち除去加工法（ 切削，研削，研磨，特殊加工） ならびに非除去加工法（ 鋳造，塑性加工，溶接，

熱処理） の原理・ 原則， 工作機械の仕組みを学び， 機械工作法の最終目的を達成するためには， どのよう な機械工作技術の高度

化が必要であるかについて基本的な考え方を修得させる。

熱力学Ⅰ

2 年次     　 2 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

熱力学は， 工業力学， 流体力学， 材料力学などと と もに機械工学の基礎となる 「 力学」 の一つである。 熱力学Ⅰでは， 熱エネル

ギーも含めたエネルギー保存則，物質の状態変化と仕事，熱～力学系エネルギー変換，状態式，エント ロピー，熱力学一般関係式，

ガスサイクル論などについて講述する。

流体力学Ⅰ

3 年次     　 1 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

流体の持つ物理的性質， 流体の運動や流体中の物体に働く 力等について説明する。 本講義では流体力学の一般論を説明した後，

流体の持つ粘性を無視した取り 扱いを行い，流体運動の数学的記述法，流体運動の力学的性質，運動量の保存則，２ 次元ポテンシャ

ル流等について詳し く 述べる。  

電子回路

2 年次     　 2 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

機械やシステムを運転， 制御するための電気・ 電子回路の基礎を学ぶ。 まず， 直流回路や交流回路の動作を解析するための基礎

手法を学ぶ。 そし て， 抵抗， コンデンサ， ダイオード ， ト ランジスタ ， FET など主要な電子回路部品の特性と使用法について習

熟し， フ ィ ルタ回路， ダイオード 回路， ト ランジスタ基本回路を学ぶ。 また， 計測回路などで用いられる OP アンプの特性と OP

アンプ回路について学ぶ。 さ らに， ゲート 回路や順序回路など基本的なデジタル回路を学ぶ。

システム制御Ⅰ

2 年次     　 3 学期もし く は 4 学期　 　 　 系科目      必修      2 単位

機械システムを安全に効率よく 運用するためには， 対象のダイナミ ク スを理解し， 適切な制御系を設計しなければならない。  本

講義では， 制御工学で必要となる数学的基礎に触れたのち， 伝達関数に基づく ， いわゆる古典制御理論を学習する。 具体的には，

過渡応答， 安定性， 周波数応答， 定常特性などについて述べる。

［ 備考］ 機械工学コースは 3 学期， ロボティ クス・ 知能システムコースは 4 学期

技術表現法

3 年次     　 4 学期　 　 　 系科目      必修      1 単位

わかり やすく しかも説得力のある文章を書き， また発表することは， 理科系・ 文科系を問わず将来必要となるスキルである 。 本

講義では， それぞれの分野でよく 使われる文章を題材に選び， より よい文章や図表の書き方， 実験ノ ート やレポート ・ 論文の書

き方， 口頭発表などプレゼンテーショ ンの方法に関する基本技術を学ぶ。

機械システム工学セミ ナーⅠ

3 年次     　 1 学期　 　 　 系科目      必修      1 単位

学外からの講師を招いて， 大学の講義では聞く ことのできない社会や企業の最近の動向， 工学の現場のト ピッ クス， 技術者・ 研

究者と し ての体験等を語ってもら う 。 機械工学やシステム工学に対する視野を広め， 職業と し ての機械技術者には世の中でいか

なることが要求されるか等を各自考え， 今後の授業・ 研究や進路等に役立たせる。

機械システム工学セミ ナーⅡ

3 年次     　 3 学期　 　 　 系科目      必修      1 単位

学外からの講師を招いて， 大学の講義では聞く ことのできない社会や企業の最近の動向， 工学の現場のト ピッ クス， 技術者・ 研

究者と し ての体験等を語ってもら う 。 機械工学やシステム工学に対する視野を広め， 職業と し ての機械技術者には世の中でいか

なることが要求されるか等を各自考え， 今後の授業・ 研究や進路等に役立たせる。

機械システム工学総合実習

4 年次     　 通年　 　 　 系科目      必修      4 単位

特別研究の遂行にあたり ， これまでに学んだ基礎学力を生かして， 研究の計画と進め方， 成果のまとめや発表など技術的な文章

表現力， コ ミ ュニケーショ ン能力を身につけるとと もに， 機械システム技術者と しての総合的実践力の基礎を身につける。

特別研究

4 年次     　 通年　 　 　 系科目      必修      10 単位

3 年以上在学し て特別研究申請要件を満たす者は， いずれかの研究室に配属されて各研究室教員による指導を受ける。 そし て，

各指導教員の下で， 具体的な最先端の研究テーマに取り 組む。
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2年次     　1学期　　　系科目      選択      1単位
機械システム系学科の専門授業科目や数値計算の基礎となる重積分に関する内容の授業を行う。
重積分の概念と計算方法について述べ，多変数関数の微分と積分の統合的な理解能力を養う。

2年次     　2学期　　　系科目      選択      1単位
機械システム系の専門授業科目や数値計算の基礎となる偏微分に関する内容の授業を行う。様々
な座標系での偏微分方程式の誘導や変換を理解した後，波動方程式や拡散方程式について講義
する。
2年次     　3学期　　　系科目      選択      2単位
物理学基礎１(力学)の知識に基づき，剛体の力学を講義する｡最初，剛体に働く力とそのつり合いの
説明を行う｡加えて，重心の定義を説明し，剛体の並進運動，回転運動について説明する。次に，剛
体の定義を行い，慣性モ-メントの計算法を述べ，それに基づいて，簡単な形状の剛体の運動に関
する計算法を説明し，機械工学やシステム工学で実際に用いられる要素の解析のための基礎的な
知識を与える｡

2年次     　4学期　　　系科目      選択      2単位
｢機械工作法｣の授業の一部内容を基礎にして,本講義では高精度加工に不可欠な切削加工と研削
加工技術の要素である切削・研削理論，切削・研削工具，被削性などについて学ぶとともに，最新の
機械加工技術についてもその基本的な考え方を講義する。さらに，砥粒を用いる研磨加工の原理，
手法などについて講義する。
3年次     　2学期　　　系科目      選択      2単位
工業製品はもちろん，消費される財を如何にタイミングよく供給するかということは，いまだ重要な問
題である。本講義では生産における「物の流れ」を把握し，さらに情報や原価の流れ「コスト・マネジメ
ント」などについての考え方を学び，効率的な生産活動について学習する。

3年次     　2学期　　　系科目      選択      2単位
機械工学における計測の意味を知り，正しい計測を行う上での基本的な考え方とそのための基礎と
なる知識を身につけることを目的とする｡単位系，次元解析，測定方式，測定器の特性，測定誤差な
どについて講述する｡この授業で得た知識は，実験計画とデータ整理，ならびにあらゆる測定の基礎
となる｡

3年次     　1学期　　　系科目      選択      1単位
ロボットに複雑な運動を正確に実行させるためには，計算機を用いた制御の導入が必要である｡ 本
講義では，ロボットの力学, モデル化について触れたのちに, 線形制御理論では扱うことの難しいロ
ボット固有の制御方法, 具体的には, 逆運動学や逆動力学に基づく制御法の基礎について学習す
る｡

3年次     　休業期間中　　　系科目      選択      2単位
技術者を目指す上で大学の講義は基礎的専門知識を学ぶために重要であるが，実社会における物
づくりの実際を体験することで，大学で修得した専門知識の活用を図る。また技術者としての心構え・
姿勢についても自ら考え，今後の勉学の向上に役立たせることを目的として，企業での10日以上の
実習を行う｡
［備考］夏季休業中に実習を実施。
　　　　　繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒
業要件単位とする。
3年次     　休業期間中　　　系科目      選択      1単位
技術者を目指す上で大学の講義は基礎的専門知識を学ぶために重要であるが，実社会における物
づくりの実際を体験することで，大学で修得した専門知識の活用を図る。また技術者としての心構え・
姿勢についても自ら考え，今後の勉学の向上に役立たせることを目的として，企業での5～9日間の
実習を行う｡
［備考］夏季休業中に実習を実施。
　　　　　繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒
業要件単位とする。

1・2年次     　3・4学期　　　系科目      選択      2単位
「社会人基礎力」のうち「チームで働く力」を身につけるための産学連携かつ学部横断型の課題解決
型学習（ＰＢＬ）の手法による授業である。チーム活動を円滑に進めるための技法，協働して独創的な
発想を生み出す技法などについて，基礎スキル学習とミニ演習を通じて修得する。さらに，経済学部
と工学部の学生が混合したチームで課題に取り組み，岡山県内の企業経営者への発表等を通じ
て，社会人に求められるコミュニケーションのベースラインを体感する。

2年次     　3・4学期　　　機械工学コース科目      必修      2単位
問題発見･解決能力＝｢問題を独自に発見し，その解決策が創成できる能力｣は，技術者として最低
限必要な資質である｡創成プロジェクトでは， 問題解決のための思考訓練と少人数チーム活動によ
るストローの斜塔や｢現代版からくり｣コンテストなどをとおして，情報の収集･整理さらに具体的な創成
プロセスを経験することで，問題発見･解決能力を養成する｡

3年次     　1・3・4学期　　　機械工学コース科目      必修      5単位
機械技術者として解析のために必要なデー夕を的確に取得する能力を身につけることは必要不可
欠である｡この授業では，機械工学について学んだ内容に関して設定された各実験テーマについ
て，課題に基づいて自ら考えて実験内容を設定し，行うことで実験の過程および結果の解析を体験
することを目的としている。実験テーマは，機械工学全般にわたる主要な内容について設定してい
る。

3年次     　3・4学期　　　機械工学コース科目      必修      2単位
技術者には国際的に通用するコミュニケーション能力が求められている。そこで本講義では，機械工
学に関する文章表現や専門用語を学び，様々な記事や図表を理解する能力を修得する。また，機
械工学的な文章を作成，理解する基礎能力を養う。さらに，研究内容を英語でプレゼンテーションす
るために必要な基礎的な練習を行う。

　[備考] 単位修得には定期試験での合格点の他に，原則としてTOEIC L&R 400点以上相当が必要
である｡

2年次     　3学期　　　機械工学コース科目      選択      2単位
材料の変形や破壊を解析する力学的な手段である材料力学について，応用的，理論的な内容を中
心に説明する。内容は，実問題に対して実践して用いることを念頭におき，応力やひずみの３次元
的表現，平面問題やねじり問題の解析，各種理論などを含む。

2年次     　4学期　　　機械工学コース科目      選択      2単位
熱力学は，工業力学，材料力学，流体力学などとともに機械工学の基礎となる｢力学｣の一つである｡
熱力学Ⅱでは，おもに，実在気体の性質，蒸気表および蒸気線図の読み方，有効エネルギと無効
エネルギ，蒸気サイクルの性質，ノズル内の流れなどについて講述する｡熱力学Ⅰの内容は把握し
ているものとして授業を進める｡

3年次     　3学期　　　機械工学コース科目      選択      2単位
流体力学Ⅰに引き続き，非粘性渦運動の詳細，粘性を考慮した流体運動やそれに伴う流体中の物
体に働く力等について力学的側面から論ずる｡ナビエ・ストークス方程式を導入しその解を求め，粘
性流体を解析する。遅い流れに対するストークス近似，速い流れに対する境界層方程式などを詳しく
説明する。

2年次     　3学期　　　機械工学コース科目      選択      2単位
物づくりにおいて材料を選択する上で必要な材料知識を修得する｡同じ材料でも熱処理や加工処理
によって材料の特性が大きく変わり， 合金化によって物性，機械特性，機能性が発現する。ここでは
基本的な材料の変形機構，強化機構，状態図の読み方，熱処理法，組織の見方，材料試験法，実
用材料について解説する。

3年次     　2学期　　　機械工学コース科目      選択      2単位
機械を設計するためには，材料学，材料力学，熱・流体力学，加工学など機械工学全般の知識と経
験が必要とされる。『機械設計学』では，歯車，軸受，ボルト・ナットなどの機械要素の強さ・剛さ設計
や機能設計について主に学び，機械設計は理論則と経験則を合わせた近似則によってなされること
を理解する。

重積分

工業力学

偏微分方程式

生産システム学

機械加工学

ロボティクス基礎

計測工学

実践コミュニケーション論

インターンシップ（長期）

インターンシップ（短期）

創造工学実験

創成プロジェクト

材料力学Ⅱ

機械工学英語

熱力学Ⅱ

材料工学

流体力学Ⅱ

機械設計学



科目名 授 業 要 旨 等

機構デザイン学

2 年次     　 4 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      2 単位

機械は種々のメ カニズムすなわち機構を組合せて構成されており ，機械を設計し運用する上でメ カニズムの理解は必須である。『 機

構デザイン学』 では， 機械の動きをデザインするための基盤となるメ カニズムについて学び， 機械・ 機構の動きを理解する。

特殊加工学

3 年次     　 2 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      2 単位

従来の方法では加工が困難な材料や微細複雑形状の加工が要求されるよう になった。 そのため， 高エネルギービームや電気化学

エネルギーを利用した特殊加工法が発展しつつある 。 こ こでは， 放電加工， レーザー加工， 電子ビーム加工， 超音波加工， 電解

加工等の原理や応用について述べ， 新しい加工技術への理解を深める。

伝熱学

3 年次     　 3 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      2 単位

熱移動の基礎である熱伝導， 対流熱伝達および熱放射に関して， その現象を基礎から理解するために， メ カニズムや関係式の誘

導に関して講義を行う 。 さ らに， 実際の自然現象や工業的現象と伝熱の関連について示し ， 工学的に伝熱現象を利用・ 制御する

ための応用と熱移動に関する算定方法についても説明する。  

メ カニカルデザイン基礎

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      2 単位

機械工学の知識をもとに具体的な機械（ ウインチ， ジャッ キなど） について自ら設計し ， その機械を製作するための製図を行う 。

システムと し て機械を設計・ 製図するためにはどのよう に考えるか会得するために， 少人数のグループに分かれて各担当教員よ

り 指導を受ける。  

数値シミ ュレーショ ン

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      2 単位

数値計算法の原理や手法を代表的な例題を取り 上げて詳し く 説明する。 計算アルゴリ ズムと プログラミ ングを一体と し て理解で

きるよう な講義を行う と と もに， 工学の分野において必要と さ れる基本的な問題を演習と し て課し ， 計算機を十分に活用した効

率のよい計算手順など数値計算の実際を修得できるよう にする。  

材料応用学

3 年次     　 4 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      1 単位

本講義は材料の特性がどのよう な材料科学に則って造り 込まれるのかを学ぶ。 特に組織制御の基盤である固体の熱力学や再結晶，

変態，析出などの冶金現象を修得し ，材料の最適な加工熱処理，成分系について理解する。 また特殊環境で使用される耐熱，耐食，

生体や機能性材料についても説明する。

塑性工学

3 年次     　 4 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      1 単位

金属材料の塑性変形を解析する場合に基礎となる塑性力学の基礎について説明する 。 これと並行して， 自動車産業や製鉄業をは

じめと し た多く の製造業に使われている金属の各種塑性加工法についての説明を行い， さ らに塑性力学を応用した塑性加工の解

析方法について述べる。

潜熱移動学

3 年次     　 4 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      1 単位

相変化を伴う 伝熱現象， すなわち凝縮， 沸騰， 融解， 凝固の現象論的な基礎とそれらの熱移動に関する関係式の誘導に関する講

義を行う 。 さ らに工業的に重要な伝熱機器である熱交換器に関する説明や物質移動現象に関する基礎的な考え方の説明を行う 。

本講義は「 伝熱学」 に続く 講義であり ， 熱の移動現象を理解するためには両講義を通して履修することが望ましい。

エネルギー工学

3 年次     　 1 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      1 単位

最新のエネルギー動向， エネルギー技術について講述する。 エネルギー関連技術の歴史から始め， 運輸部門のエネルギー利用技

術（ 特に内燃機関）， コジェ ネレーショ ンシステムなどの省エネルギー技術， 燃料電池などの最新変換技術， バイオマスなどの自

然エネルギーの有効利用， 水素等の代替燃料などを解説する。

CAD

3 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 機械工学コース科目      選択      1 単位

CAD（ Com puter　 A ided　 Design ） は技術者にと って重要な基礎知識である。 本講義では， ２ 次元 CAD による高能率な製図お

よび形状処理機能について演習を通して理解する。 また， 3 次元モデリ ングの基礎を学ぶ。

システム工学総合Ⅰ

3 年次     　 1 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      必修      2 単位

システムやロボッ ト の開発において CUI ベースの開発環境を使う 場合が多い。 システム工学総合Ⅰでは， Unix のコマンド によ

るファ イル操作， gcc や make を使ったプログラム開発について理解し， その修得を行う 。 さ らに， ロボッ ト マニピュレータ な

らびに移動ロボッ ト の制御について学習し ， その挙動を， 動力学シミ ュレータ ODE を使って確認すること で， ロボッ ト 制御の理

解を深める。

システム工学総合Ⅱ

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      必修      4 単位

これまでの講義で学んだ理論や手法， 実験・ 演習で学んだ知識を基に総合的な実験・ 演習を行う 。 その過程および結果を体験す

ることにより ， 理論・ 手法の理解を深める。 実験テーマは， ロボティ クス・ 知能システムに関連する内容である。

工学実践英語Ⅰ

3 年次     　 3 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      必修      1 単位

専門英語に引き続き，システム工学において国際的に通用するコ ミ ュニケーショ ン基礎能力の取得を目的と し ，英語によるコミ ュ

ニケーショ ン技術の修練と し て， TOEIC　 L& R の設問内容に準拠した講義と演習を行う 。

工学実践英語Ⅱ

3 年次     　 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      必修      1 単位

工学実践英語Ⅰに引き続き， システム工学において国際的に通用するコ ミ ュニケーショ ン基礎能力の向上を目的と し ， 英語によ

るコミ ュニケーショ ン技術の修練とし て， TOEIC　 L& R の設問内容に準拠した講義と演習を行う 。

ディ ジタル回路

2 年次     　 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      2 単位

ロボッ ト やメ カト ロニクス機器の制御に用いられているマイクロコンピュータ を使いこなすためのディ ジタル回路設計法を学ぶ。

まず， 組み合せ回路の設計方法を基礎と し て修得し， 基本的なゲート 回路を用いた加減算器， エンコーダ /デコ ーダ， マルチプ

レクサ等の組み合せ回路の応用例と と もに， ラッ チやフ リ ッ プフロッ プ， 状態遷移図を用いた順序回路の設計方法を修得する。

また， 主なディ ジタル IC の機能およびハード ウェアと し て使いこなすための実用的な設計法について学習する。

システム CAD

2 年次     　 3 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

機械システムについての設計計算及び製図を行う 。 各自に個別の課題を与え， 条件を満足するよう な設計計算を行う こと により

要素を設計あるいは選択する。 また，「 基本機械システム製図」 において修得した製図法に基づき ， 各自の設計対象システムを

CAD（ Com puter　 A ided　 Design ） を用いて製図を行う 。

ロボッ ト 機構学

2 年次     　 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

機械システムの動きの仕組みである機構（ メ カニズム） を理解することは機械系技術者にと って重要である 。 本講義では， 前半

でリンク機構や歯車機構などの代表的な機構を， 後半でロボッ ト の機構を取り 扱う 。 これらの機構に関して， その動作を理解し ，

運動解析手法を修得する。

メ カト ロニクス基礎Ⅰ

2 年次     　 3 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

産業用ロボッ ト や NC 工作機械等を構成する各要素である， センサ， アクチュエータ ， 駆動装置および機構に関して， それらの

基礎ポイント について講義する。 特に，メ カト ロニクスとは何かを学ぶ。 また，メ カト ロニクスでの標準的センサについて理解し ，

代表的なアクチュエータ と その駆動装置について理解する。 さ らに， 機構について学ぶ。
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科目名 授 業 要 旨 等

メ カト ロニクス基礎Ⅱ

2 年次     　 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

産業用ロボッ ト や NC 工作機械等を制御する， マイクロコンピュータ ， システム制御理論に関して， それらの基礎ポイント につ

いて講義する。 特に， マイクロコンピュータの概要について学ぶ。 また，システム制御理論のう ち， PID 制御と状態フィ ード バッ

ク制御の復習後， ロボッ ト マニピュレータの制御の基本原理を理解する。 さ らに， メ カト ロニクスの事例について学ぶ。

ロボッ ト ビジョ ン

3 年次     　 2 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

ロボッ ト が持つ人間の視覚に相当する機能であるロボッ ト ビジョ ンは， 半導体センサによる光電変換と計算機によるデジタル画

像処理によって実現されている。 また， ロボッ ト ビジョ ンの可視化にはコンピュータグラフ ィ ッ クス （ CG） が用いられる。 本講

義では， ロボッ ト ビジョ ンを実現するために用いられている基本的な画像処理技術について概説する。

システム制御Ⅱ

3 年次     　 2 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

学部講義で扱う 制御理論は， 伝達関数法に基づく 古典制御理論と ， 状態空間法に基づく 現代制御理論に大別される。  本講義では，

システム制御Ⅰで導入した動的システムの理論を発展させて， 現代制御理論の基礎を学習する。 具体的には， 状態方程式，可制御・

可観測の概念， 制御系の安定性， レギュレータ ， オブザーバ等について述べる。

エネルギー環境システム基礎

論

3 年次     　 3 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

原子力発電所を始めと し た核燃料施設や病院， 研究施設などの RI（ 放射性同位元素） を使用する施設からは放射性廃棄物が発生

する。 我が国の放射性廃棄物は， 大きく ， 高レベルと低レベル放射性廃棄物に区分されている 。 放射性廃棄物は， 発生源， 放射

性物質の種類や放射能レベルに応じて処分形態は異なるが，工学障壁材（ 人工バリ ア） と 共に地中に埋設処分される。 本講義では，

放射性廃棄物の発生源や区分， それぞれの区分に応じた処分システムの安全評価技術について概説すると共に， 多重バリ アシス

テムを構成する地質環境や工学障壁材中での物質移動に関する基礎理論や各バリ ア材の特性等について概説する 。 講義を通じて，

工学障壁材及び天然バリ アの機能や性質， 媒体中での物質移動に関する基礎理論等， 処分システムの安全評価に必要な最低限の

知識を修得する。

認知工学

3 年次     　 2 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      2 単位

本講義では， まず， 人間の知覚・ 認知（ 記憶・ 思考・ 判断・ 意志決定）・ 感情・ 運動といった一連の認知情報処理のプロセスにつ

いて講義する。 ここで学んで認知情報処理特性をいかに人間にと って使いやすいもの作り ・ 製品設計・ マン－マシン・ システム

構築に役立てていく かの手法や考え方を修得すること を目的とする。

知的制御システム

3 年次     　 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

本講義ではソフト コンピューティ ングと呼ばれる問題解決アプローチについて講義する。 主にニューラルネッ ト ワーク，ファ ジィ

理論， 遺伝的アルゴリ ズム， 強化学習の基本的知識とそれらの制御への応用について述べる。

知能ロボッ ト 運用論

3 年次     　 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

本講では， 人間と ロボッ ト の違いや利点・ 欠点を整理した上で， ロボッ ト の基本機能を説明する。 また， 知能についての定義や

考え方を講義し ，知能ロボッ ト 実現のための手法を示す。 さらに，知能ロボッ ト をいかに有効活用して，人間や生産システムにと っ

てプラスにしていく かを議論する。

オペレーショ ンズ・ リ サーチ

Ⅰ

3 年次     　 2 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

生産システムを管理・ 運用するに当たり ， こ れらの最適化という 概念が重要である。 ここに， システム管理， システム運用を最

適化する手法と し て， オペレーショ ンズ・ リ サーチという 分野の学問が存在する。 オペレーショ ンズ・ リ サーチとは， 組織化さ

れたシステムをシステム全体の目的に最適な解を与えるよう 設計/運用 /制御するための意思決定の科学である。 システムの設

計 /運用 /制御の問題に関して最適な解を与えるために， 問題の本質を表す数学モデルを作成し， 適切な解法を用いて解く 必要

がある。 本講義ではいく つかの問題の数学モデルについて解説し ， これを理解できるよう にする。 さ らに， それらの数学モデル

の解法について講述し ， それを用いて最適な解を導出できるよう にする 。 これらを通してオペレーショ ンズ・ リ サーチの基本的

な考え方を理解できるよう にする。

オペレーショ ンズ・ リ サーチ

Ⅱ

3 年次     　 3 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

生産システムを取り 巻く 環境には各種の不確実性が存在する 。 これらの不確実性は， 確率・ 統計的な変動要素と し て取扱う こと

ができる。 本講義では生産システムの管理・ 運用・ 最適化を取扱う 手法であるオペレーショ ンズ・ リ サーチの中でも， と く に確率・

統計的要素を包含するシステムの問題を取り 上げる。 具体的には， 確率要素を内包するいく つかのシステムの設計/運用 /制御

の問題に関して最適な解を与えるために， 問題の本質を表す数学モデルを作成・ 解説し ， これを理解できるよう にする。 さ らに，

それらの数学モデルの解法について講述し ， それを用いて最適な解を導出できるよう にする。

オペレーショ ンズ・ リ サーチ

Ⅲ

3 年次     　 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

生産システムを取り 巻く 環境には各種の不確実性が存在する 。 これらの不確実性は， 確率・ 統計的な変動要素と し て取扱う こと

ができる。 本講義では生産システムの管理・ 運用・ 最適化を取扱う 手法であるオペレーショ ンズ・ リ サーチの中でも， と く に確率・

統計的挙動が問題となるシステムを取り 上げる。 具体的には， 微積分学および確率解析を応用することにより ， いく つかのシス

テムの挙動を理解するための数学モデルを作成・ 解説し ， これを理解できるよう にする。 さ らに， それらの数学モデルの解法に

ついて講述し， それを用いて最適な解を導出できるよう にする。

メ カト ロニクス応用

3 年次     　 2 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

代表的な 3 つの形態のロボッ ト についての基礎知識を学ぶ。 特に， 車輪型の移動ロボッ ト ， 腕型のマニピュレータ ロボッ ト およ

び歩行ロボッ ト について， 作ること を念頭に置いて学習する。 具体的には， 車輪型ロボッ ト については， かじ取り ， モータの選

定や走行制御を， 腕型ロボッ ト については， その構造と動かしやすさや製作を， 歩行ロボッ ト については， そのメ カニズムと動

かし方およびバランス制御などについて学ぶ。

移動ロボッ ト 学

3 年次     　 3 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

知能移動ロボッ ト が人間生活の中で活躍するためには， 多く の技術的課題を解決する必要がある。 この講義では，「 移動ロボッ ト

の経路計画」 と いう 課題に着目し ， この課題を実現するために必要なアルゴリ ズムの構築手法について解説する 。 これにより ，

問題設定から解決するまでの能力を身につけることが， 本講義の目標である。

ロボッ ト ダイナミ クス

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      2 単位

ロボッ ト 機構学， 機械力学をふまえて剛体リ ンクからなるロボッ ト の運動方程式の導出方法（ ラグランジュ法， ニュート ン ・ オ

イラー法） について講述する。 ロボッ ト の運動方程式は非線形行列微分方程式となり ， 解析的には運動を支配する解を求めるこ

とはできないが数値積分によるシミ ュレーショ ンで運動を再現することはでき， ロボッ ト の制御系の設計などに生かされている。

インターフェ イス設計学

3 年次     　 3 学期　 　 　 ロボティ クス・ 知能システムコース      選択      1 単位

人間の認知心理的特性を考慮した人間中心のヒ ューマンインタ フェ ースについて学ぶと と もに， 新し いシステム開発における設

計論と し て概念設計を中心と した設計過程を学ぶ。 また， インタ フェ ース設計の応用と し ての画面インタ フェ ースプログラムの

設計， 実装と評価を演習する。
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③ 環 境 ・ 社 会 基 盤 系

【 ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシー，授業科目，履修方法，授業要旨】



環境・ 社会基盤系の学位授与と教育課程編成・ 実施の方針

都市環境創成コースディ プロマ・ ポリシー

工学部工学科環境・ 社会基盤系都市環境創成コースは， 自然に対する畏敬の念を持ち， 美し く 豊かな国土と持続可能な社会づく

り を使命とする。

本コースでは， 社会基盤システムの計画的な利活用と工学的なイノ ベーショ ンによって， 自然災害等の被害を減らし， 安全な都

市・ 社会の構築を行う と と もに， 我が国が交流・ 交易の促進によって世界経済の発展に対し継続的に役割を果たしていく ための社

会基盤システムを構築する土木及び建築に携わる人材を養成する。 また， 地域の個性が発揮され， 各世代が生きがいを持てる社会

の礎の構築に貢献する人材を養成する。

都市環境創成コースディ プロマ・ ポリシーはこの理念に基づき， 所定の期間在学し ， 所定の単位を修得した学生に対し ， 以下の

能力を身に付けたものと認定し ， 学士（ 工学） の学位を授与する。

都市環境創成コース DP・ コンピテンシー

学部 DP コース DP 要素 コース DP 詳述 コンピテンシー コンピテンシー詳述

教養１
多面的に考える素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲

げられている多様性と包摂性のある

社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と して，今日的課題についての知識，

多面的に物事を考える素養と能力を

身に付けている。

俯瞰的な課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を述べるための俯瞰的な課題把握と総合的な調査をする

ことができる。

多様性の理解と社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を理解し ，

その中で活動することができる。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対して

負っている責任などを理解し ， 技術

者・ 研究者とし ての倫理観を身に付

けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対して負っている責任を理解し説明すること が

できる。

技術者・ 研究者倫理の理

解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を認識し説明するこ

とができる。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力

【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データサイエンスに関する基礎

知識の活用能力を身に付けている。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を修得し ， これらの知識を技術的専

門知識と関連づけることができる。

工学・ 自然科学の知的基

盤

工学・ 自然科学分野に関する基礎知識を修得し ， これら

の知識を技術的専門知識と関連づけ， 整理するこ とがで

きる。

情報・ 数理データ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイエンス分野の基礎知識を修得し，

これらの知識を技術的専門知識と関連づけることができ

る。

専門性２

社会基盤を創造する技

術的基礎知識と社会課

題の発見・ 解決能力

【 専門性２ －１ 】

社会基盤システムを構築するための

専門分野の技術を熟知し ， それを社

会課題の発見と解決に応用する能力

を身に付けている。

技術的基礎知識の理解力 技術的基礎知識を修得し， 説明することができる。

課題発見・ 解決能力
社会基盤システムを構築するための課題を特定し ， 解決

策を提示することができる。

社会基盤を総合的に創

造する土木及び建築に

共通する専門知識と応

用能力【 専門性２ －２ 】

安全・ 安心で豊かな町づく り を総合

的に創造する専門知識と応用能力を

身に付けている。

専門知識の理解力
計画， 設計， 製造， 施工及び維持管理に関する専門科目

を修得し ， 説明することができる。

専門知識の実践・ 応用能

力

土木及び建築に共通する専門知識と社会基盤を総合的に

創造するために実践的な状況において応用することがで

きる。

土木又は建築の技術に

よって社会基盤を創造

する能力

【 専門性２ －３ 】

レジリ エンスな社会を構築する土木

又はアメ ニティ 性に富む生活空間を

提供する建築の専門知識と応用能力

を活かし ， 新たな社会を創造できる

能力を身に付けている。

表現・ 創造能力
土木技術又は建築の専門知識と応用能力を活かして， 新

たな社会基盤を表現し ， 創造することができる。

情報力

社会課題解決のための

情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と分析

によって課題を整理し， 的確に理解

する能力， 成果を効果的に発信する

能力を身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する

ことができる。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を行い， データ に基づいた判断を下し， また，

成果を効果的に発信できる。

行動力１
コ ミ ュニケーショ ン能

力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的

な協力を行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュ

ニケーショ ンスキルを身に付けてい

る。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を理解し議論できる。

コ ミ ュニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができる。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を進め， リ ー

ダーシッ プを発揮し ， 成果と し てま

とめる能力を身に付けている。

立案遂行能力
目標を設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する計

画を立案遂行できる。

チーム総括能力
チームをまとめ， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

できる。

自己実現力
生涯に亘る 学習能力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続

可能な社会の実現への取り組みを通

して自己成長する能力を身に付けて

いる。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を続け， 必要に応じて新しい知識

や技能を取得及び活用できる。

持続可能な社会へ貢献す

る能力

持続可能な社会を実現するために生涯に亘り 自己を高め

てゆける。

都市環境創成コースカリ キュラム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科環境・ 社会基盤系都市環境創成コースでは， 本コースのディ プロマ・ ポリ シーを満足する人材を養成します。 その

ために， 社会的ニーズの変化に対して， 柔軟かつ速やかに対応できるよう に， 土木教育プログラムと建築教育プログラムの２ プロ

グラム制とすると と もに， 系及びコースを横断的に履修可能なカリ キュラムと しています。 カリ キュラムは， 教養教育科目と専門

教育科目で構成します。
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教養教育科目は， 社会人と して幅広い知識を修得するための科目と して設定しており ， ある程度専門性を修得したう えで， 専門

性を生かすために有益となる幅広い知識を身に付けることができる高年次を対象と した科目も設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を学ぶものと して，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさらに系科目とコース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎となる授業科目と して位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグローバルな視点からの学際的な知識を身に付けるための科目を設定しています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と技術を修得し ， 専門技術者と しての素養を身に付けるための科目です。 コース科

目では， 系からさ らに細分化された各コースの専門領域についてより深い知識と技術を身に付けるための科目を設定しています。

土木教育プログラムと建築教育プログラムのどちらの教育プログラムを選択しても， １ 年間の実務経験を積めば， 測量士の資格

が得られます。 また， 本コースは， 技術士一次試験が免除になる JABEE 認定を受けています。 建築教育プログラムの履修者のみ

ならず， 土木教育プログラムの履修者も， 所定の科目の単位を修得することで， 一級建築士試験の受験資格が得られます。

都市環境創成コースでは， 本コースのディ プロマ・ ポリ シーに掲げる能力を身に付けるために， 以下の方針により体系的な教育

課程を編成しています。

多面的に考える素養と能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げられている多様性と包摂性のある社会の実現に必要な， 多面的に物事を考える素養と能力

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定しています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データサイエンスの基礎」，高年次教養科目のELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGsの実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対して負っている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と しての

倫理能力を身に付けるために， 以下の科目を提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を設定しています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコース科目の演習や実習，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と して不可欠な技術者・

研究者倫理能力を身に付けます。

工学系人材と しての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データサイエンスに関する基礎知識の活用能力を身に付けるために， 以下の科目を提供します。

教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データサイエンス（ 発展）」 を設定しています。 また，

低学年次に開講する系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を身に付けます。

社会基盤を創造する技術的基礎知識と社会課題の発見・ 解決能力【 専門性２ －１ 】

社会基盤システムを構築するための専門分野の技術を熟知し， それを社会課題の発見と解決に応用する能力を養成するため

に， 主に弾性力学， 塑性力学， 流体力学に関する科目を含む系科目を提供し ます。 特に， 演習， 実習科目と 「 特別研究」 では，

Society5. 0 の実現につながる実践的な能力を身に付けます。 なお， 必修の講義科目の全ての単位認定を受けたこ とをもって， 技

術的基礎知識の理解力が身に付いたと判定します。 また，必修の演習科目及び実験・ 実習科目の全ての単位認定を受けたことをもっ

て， 課題発見・ 解決能力が身に付いたと判定します。

社会基盤を総合的に創造する土木及び建築に共通する専門知識と応用能力【 専門性２ －２ 】

安全・ 安心で豊かな町づく り を総合的に創造する専門知識と応用能力を養成するために， コース共通科目を提供します。 なお，

必修の講義科目の全ての単位認定を受けたことをもって， 専門知識の理解力が身に付いたと判定します。 また， 必修の演習科目及

び実験・ 実習科目の全ての単位認定を受けたことをもって， 専門知識の実践・ 応用能力が身に付いたと判定します。

土木又は建築の技術によって社会基盤を創造する能力【 専門性２ －３ 】

レジリ エンスな社会を構築する土木又はアメ ニティ 性に富む生活空間を提供する建築の専門知識と応用能力を活かし ， 新たな社

会を創造できる能力を養成するために， 土木教育プログラム科目及び建築教育プログラム科目を提供します。 なお， 土木教育プロ

グラム又は建築教育プログラムで開講される全ての科目の単位認定を受けたことをもって， 表現・ 創造能力が身に付いたと判定し

ます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と分析によって課題を整理し， 解決した課題を効果的に情報発信する能力を身に付けるために，

以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と健康の区

分でアカデミ ッ ク ・ ライティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データサイエンスの基礎」， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目，

３ 年次に「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を提供します。

コミ ュニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュニケーショ ンスキル

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と健康の区分でアカデミ ッ ク・ ライティ ング系科目，言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目，３ 年次に「 技

術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を提供します。 また， 海外での語学研修， 海外留学やインターンシッ プ等のプログラム

を提供します。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・計画的に仕事を進め，成果をまとめる能力を身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目，４ 年次に「 特

別研究」 を提供します。
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生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続可能な社会の実現への取り組みを通して自己成長する能力を身に付けるために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャリ ア関連科目を提供します。 特に， 海外留学やインターンシッ プ等

のプログラムの他， 正課外のボランティ ア活動等の機会を積極的に利用すること を推奨します。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を提

供します。

その他

・ 各授業科目とディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラバスに明示します。

・ 学生は２ 年次からコースごとに定められたカリ キュラムで学習します。 また， ３ 年次からプログラムに分属され， ４ 年次から

教育研究分野（ 研究室） に配属します。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， コースで定めた要件を満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と して高年次教養科目「 工学倫理」 を提供します。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と専門基礎科目を， ２ 年次からは， 専門科目を中心に系科目とコース共通科目を履修します。 ３ 年次に

は土木教育プログラムと建築教育プログラムに分かれて専門科目と高年次教養科目を履修します。 なお， 各教育プログラムに分か

れた後も，他の教育プログラムの専門科目を履修できます。 ３ 年次の第２ 学期は，土木教育プログラムでは，講義を開講しません。

建築教育プログラムにおいても， 講義が開講されるのは週２ 日です。 夏休みを含めれば４ ヶ月間， 自らの意思で自主的な活動が行

えます。 ４ 年次には教育研究分野（ 研究室） に配属され， ゼミ ナールと 「 特別研究」 により課題発見と解決に取り組みます。 授業

科目は到達目標に応じて講義， 演習， 実習， 実験等により開講します。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じて， 定期試験， レポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラバスに明記された評価方法に基づき， 到達目標の達成度を厳格に判定します。

環境マネジメ ント コースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科環境・ 社会基盤系環境マネジメ ント コースは， 安心して生活を営むことができる安全で持続可能な社会の構築を使

命とする。 これからの社会基盤や都市整備にあたっては常に環境との整合・ 共生が重要であるとの発想のもとに， 農業農村工学と

環境工学とを融合させた教育を行い， 環境に理解のある技術者・ 研究者， もし く は農業農村分野・ 環境分野の素養のある環境技術

者・ 研究者の養成を行う 。

環境マネジメ ント コースディ プロマ・ ポリ シーはこの理念に基づき， 所定の期間在学し ， 所定の単位を修得した学生に対し ， 以

下の能力を身に付けたものと認定し ， 学士（ 工学） の学位を授与する。

環境マネジメ ント コース DP・ コンピテンシー

学部 DP コース DP 要素 コース DP 詳述 コンピテンシー コンピテンシー詳述

教養１
多面的に考える素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲

げられている多様性と包摂性のある

社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と して，今日的課題についての知識，

多面的に物事を考える素養と能力を

身に付けている。

俯瞰的な課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を述べるための俯瞰的な課題把握と総合的な調査をする

ことができる。

多様性の理解と社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を理解し ，

その中で活動することができる。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対して

負っている責任などを理解し ， 技術

者・ 研究者とし ての倫理能力を身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対して負っている責任を理解し説明すること が

できる。

技術者・ 研究者倫理の理

解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を認識し説明するこ

とができる。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力

【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データサイエンスに関する基礎

知識の活用能力を身に付けている。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を修得し ， これらの知識を技術的専

門知識と関連づけることができる。

工学・ 自然科学の知的基

盤

工学・ 自然科学分野に関する基礎知識を修得し ， これら

の知識を技術的専門知識と関連づけ， 整理するこ とがで

きる。

情報・ 数理データ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイエンス分野の基礎知識を修得し，

これらの知識を技術的専門知識と関連づけることができ

る。

専門性２

技術的専門知識と社会

課題の発見・ 解決能力

【 専門性２ 】

地域環境管理のための土壌・ 植生系，

水利系， 施設系， 計画系， 環境衛生

系の専門知識と技術を身につけ， 専

門分野の技術を基に， 社会課題を発

見・ 把握し的確に理解した上で， 課

題解決のためのプロセスをデザイン

する能力を身に付けている。

環境マネジメ ン ト 分野の

基礎知識力

豊かな大地・ 地域空間を創出し適切に管理するための環

境マネジメ ント に関する基礎知識や理論を理解し ， 説明

することができる。

課題発見・ 解決能力
環境マネジメ ント に関する課題を特定し ， 解決策を提示

することができる。

専門知識の理解力
流域環境， 生活環境， 生態系保全， 環境情報に関する専

門科目を修得し ， 説明することができる。

専門知識の実践・ 応用能

力

環境マネジメ ント に関する専門知識を， 豊かな大地・ 地

域空間を創出し適切に管理する実践的な状況において応

用することができる。

表現・ 創造能力
環境マネジメ ント の専門知識と応用能力を活かして， 豊

かな大地・ 地域空間を表現し ， 創出することができる。
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情報力

社会課題解決のための

情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と分析

によって課題を整理し ， 的確に理解

する能力， 成果を効果的に発信する

能力を身に付けている。

情報収集・ 分析能力
環境マネジメ ント に関する情報を的確に収集し ， データ

に基づいて適切に分析することができる。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を行い， データ に基づいた判断を下し， また，

成果を効果的に発信できる。

行動力１
コ ミ ュニケーショ ン能

力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的

な協力を行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュ

ニケーショ ンスキルを身に付けてい

る。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を理解し議論できる。

コ ミ ュニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができる。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を進め， リー

ダーシッ プを発揮し， 成果と し てま

とめる能力を身に付けている。

立案遂行能力
目標を設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する計

画を立案遂行できる。

チーム総括能力
チームをまとめ， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

できる。

自己実現力
生涯に亘る 学習能力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続

可能な社会の実現への取り組みを通

して自己成長する能力を身に付けて

いる。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を続け， 必要に応じて新しい知識

や技能を取得及び活用できる。

持続可能な社会へ貢献す

る能力

持続可能な社会を実現するために生涯に亘り 自己を高め

てゆける。

環境マネジメ ント コースカリ キュラム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科環境・ 社会基盤系環境マネジメ ント コースでは， ディ プロマ・ ポリ シーを満足する人材を養成します。 そのために，

社会的ニーズの変化に対して， 柔軟かつ速やかに対応できるよう ， 教育組織は工学科の１ 学科制と し ， その下に系及びコースを設

置することにより ， 従来の学科の枠にとらわれない分野横断的な履修を可能と しています。

専門教育科目カリキュラムは， 自然環境管理学系， 流域環境管理学系， 生活環境系の科目で構成します。

自然環境管理学系では， 土壌や植物の諸機能と動植物の生態系モニタ リ ングを活用した自然環境の維持・ 管理及び生物生産基盤

の創出・ 管理に関する授業を行います。

流域環境管理学系では， 流域の水循環を基礎と した水資源の利用・ 管理及びそのための水利環境施設の設計・ 管理に関する授業

を行います。

生活環境系では， 生活や産業活動からの廃棄物について， その発生実態と発生メ カニズム， 健康や環境への影響評価， 安全で効

率的な収集・ 処理・ 処分技術， ３ R・ 循環型社会に係る法体系・ 政策・ 社会システムについて授業を行います。

２ 年次に環境マネジメ ント コースに進級後， 専門科目を中心に系科目とコース科目を履修します。 ３ 年次には専門科目に加えて

高年次教養科目を履修します。 なお， ２ 年次のコース分け後も， 他のコースの専門科目を履修することで幅広い知識が身に付けら

れるよう になっています。 ３ 年次後半あるいは４ 年次には教育研究分野（ 研究室） に配属され， ゼミ ナールと 「 特別研究」 により

課題発見と解決に取り組みます。

教養教育科目は， 社会人と して幅広い知識を修得するための科目と して設定しており ， ある程度専門性を修得したう えで， 専門

性を生かすために有益となる幅広い知識を身に付けることができる高年次を対象と した科目も設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を学ぶものと して，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさらに系科目とコース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎となる授業科目と して位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグローバルな視点からの学際的な知識を身に付けるための科目を設定しています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と技術を修得し ， 専門技術者と しての素養を身に付けるための科目です。 コース科

目では， 系からさ らに細分化された各コースの専門領域についてより深い知識と技術を身に付けるための科目を設定しています。

工学部の教育カリ キュラムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を理解するための SDGs 科目を学部共通の教養教育科目

の必修科目と して履修します。 ② Society5. 0 実現のために必要不可欠な素養である数理・ データサイエンス科目を， 教養教育科

目と専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中して履修します。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を履修します。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科環境・ 社会基盤系環境マネジメ ント コースでは， 本コースディ プロマ・ ポリ シーに掲げる能力を身に付けるために，

以下の方針により体系的な教育課程を編成しています。

多面的に考える素養と能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げられている多様性と包摂性のある社会の実現に必要な， 多面的に物事を考える素養と能力

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定しています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データサイエンスの基礎」，高年次教養科目のELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGsの実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対して負っている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と しての

倫理能力を身に付けるために， 以下の科目を提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を設定しています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコース科目の演習や実習，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と して不可欠な技術者・

研究者倫理能力を身に付けます。

工学系人材と しての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データサイエンスに関する基礎知識の活用能力を身に付けるために， 以下の科目を提供します。

教養教育科目では， １ 年次にガイダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データサイエンス（ 発展）」 を設定しています。 また，
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低学年次に開講する系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を身に付けます。

技術的専門知識と社会課題の発見・ 解決能力【 専門性２ 】

専門分野の技術を熟知し ， それを社会課題の発見と解決に応用する能力を身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目を提供しま

す。 特に， 演習， 実習， 実験科目と 「 特別研究」 では， Society5. 0 の実現につながる実践的な能力を身に付けます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と分析によって課題を整理し， 解決した課題を効果的に情報発信する能力を身に付けるために，

以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と健康の区

分でアカデミ ッ ク ・ ライティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データサイエンスの基礎」， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目，

３ 年次に「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を提供します。

コミ ュニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野との学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコミ ュニケーショ ンスキル

を身に付けるために， 以下の科目を提供します。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と健康の区分でアカデミ ッ ク・ ライティ ング系科目，言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目， ３ 年次に「 技

術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を提供し ます。 また， 海外での語学研修， 海外留学やインターンシッ プ等のプログラム

を提供します。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・計画的に仕事を進め，成果をまとめる能力を身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習，実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を提供します。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を続け， 持続可能な社会の実現への取り組みを通して自己成長する能力を身に付けるために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャリ ア関連科目を提供します。 特に， 海外留学やインターンシッ プ等

のプログラムの他， 正課外のボランティ ア活動等の機会を積極的に利用すること を推奨します。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を提

供します。

その他

・ 各授業科目とディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラバスに明示します。

・ 学生は２ 年次からコースごとに定められたカリ キュラムで学習します。 また，３ 年次後半あるいは４ 年次から教育研究分野（ 研

究室） に配属します。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， コースで定めた要件を満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と して高年次教養科目「 工学倫理」 を提供します。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と専門基礎科目を，２ 年次からコースに分かれて，専門科目を中心に系科目とコース科目を履修します。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を履修します。 なお， ２ 年次のコース分け後も， 他のコースの専門科目を履修するこ

とで幅広い知識が身に付けられるよう になっています。 ３ 年次後半あるいは４ 年次には教育研究分野（ 研究室） に配属され， ゼミ

ナールと 「 特別研究」 により課題発見と解決に取り組みます。 授業科目は到達目標に応じて講義， 演習， 実習， 実験等により開講

します。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じて， 定期試験， レポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラバスに明記された評価方法に基づき， 到達目標の達成度を厳格に判定します。

-  38  -



1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

環境・社会基盤系入門 ○

○

○

○ ○

人文・社会科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＤＧｓ科目 注５）　参照 ○ ○ ２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） ○

情報処理入門２（情報機器の操作を含む） ○

情報処理入門３（情報機器の操作を含む） ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フランス語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

韓国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留学生のみ

○

○

○

○

注1）

注2）

注3）

注4）

注5）

環境・社会基盤系（ 都市環境創成コース，環境マネジメントコース）

科目区分 授業科目

開講期
　学生に履修指導をする
単位数及び履修方法

卒業要件単位
1年次 2年次 3年次～

必修
単位

選択
必修
単位

履修方法

導
入
教
育

ガイダンス

学部ガイダンス科目 １

２岡山大学入門講座 0.5

キャリア形成基礎講座 0.5

補習教育 高大接続科目 卒業要件外

知
的
理
解

現代と社会 ２ 「現代と自然」
の必修４単位
のうち，２単位
はSDGs科目
を修得するこ
と。

８まで
現代と生命 ２

現代と自然
４

実
践
知
・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

２まで

芸術知 芸術系科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育
情報リテラシー系科目

１

１

ICT（Information & Communication Technology）系科目

数理・データサイエンス
数理・データサイエンスの基礎 １

数理・データサイエンス科目

キャリア教育 キャリア教育・学生支援系科目

健康・スポーツ科学
健康・スポーツ科学

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目 注１）　参照

言

語

英語

英語（スピーキング）－１

注２）　参照

0.5

留学生につい
ては言語を個
別に指定する

0.5

英語（リスニング）－１ 0.5

英語（リスニング）－２

６

英語（スピーキング）－２ 0.5

英語（リーディング）－１ 0.5

英語（リーディング）－２ 0.5

英語（ライティング）－１ 0.5

英語（ライティング）－２

0.5

英語（総合）－１ 1

英語（総合）－２ 1

プレ上級英語

４ ４以上

上級英語

初修外国語

A群 注３）　参照

B群 注４）　参照

１

２
機械システム系概論

１
２科目を
選択必修

工学倫理

英語（スピーキング）－１，英語（スピーキング）－２，英語（リーディング）－１，英語（リーディング）－２，英語（ライティング）－１，英語（ライティング）－２，英語（リスニング）－１，
英語（リスニング）－２については，１年次の１学期から４学期のうち，各自指定された学期に，各学期２科目ずつ履修する。

初修外国語・Ａ群における各科目の詳細な開講期は，年度の初めに公示する。

初修外国語・B群における各科目については，全学部生が履修できるとは限らないため，開講期は示さない。
各年度における開講の有無は，年度の初めに公示する。

２

情報・電気・数理データサイエンス系概論

化学・生命系概論

教養教育科目        計     ３０

「現代と自然」にあるSDGs科目については，工学部時間割表および授業科目読替表を参照のこと。

２以上

１以上

２まで

１まで

２まで

アカデミック・ライティング科目の開講期は，年度の初めに公示する。

応用日本語

高年次教養
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工業数学Ⅰ 2

工業数学Ⅱ 2

数値解析及び演習 2

ＣＡＤ及びＩｏＴ技術 1

振動学及び演習 3

鋼構造設計学及び演習 3

コンクリート構造設計学Ⅰ及び演習 3

コンクリート構造設計学Ⅱ 2

構造材料学 2

建設施工学 2

計画数理 2

土質試験法及び実験 1

材料試験法及び実験 1

景観論 2

都市・地域計画学 2

交通まちづくり計画学 2

道路政策論 1

都市解析学 2

計画学演習 1

水理設計学及び演習 3

水理計測法及び実験 1

河川環境学 2

地下水工学 2

環境水理学 2

水質学 2

水道工学 1

下水道工学 1

環境衛生学実験 1

建築設計 4

建築製図 3

インテリア計画 2

建築計画学及び演習 3

建築史 2

建築法規 2

建築環境工学 2

建築設備 2

都市環境計画学 2

専門教育科目　　　計 96

合　　　　　　　　　　計 126

専
門
教
育
科
目

コ

ス
共
通
科
目

土
木
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

建
築
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

都
市
環
境
創
成
コ

ス

○

○

○

○

○

○

○

22

○

○

○

○

○

○

○

○

15

○

○

○

○

○

○

○

○

○

26

○

○

○

○

○

○

○

必  修

必  修

選  択

必  修

○

○

○

○

○

○

コ

ス
名

科目区分

コ

ス
科
目

授業科目名

開講年次及び学期 １科
目
の
単
位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次

２
学
期

３
学
期

４
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２年次 ３年次 ４年次

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

環境・社会基盤系（ 都市環境創成コース）

0
以上
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環境マネジメントコース演習 2

分野演習 1

土壌科学概論 2

植生管理学 2

水生動物学 2

土壌物理学 2

生産基盤管理学 2

流域水文学 2

水資源利用学 2

水文環境管理学 2

環境施設設計学 2

農村計画学 2

農村整備学 2

環境影響評価学 2

廃棄物マネジメント 2

環境生物学実験 1

土壌環境実験 1

水利実験 1

環境材料学実験 1

環境と生物 2

土壌の物質移動学 2

水利設計学

2環境気象学

2実践型水辺環境学及び演習Ⅰ

2実践型水辺環境学及び演習Ⅱ

2土壌圏管理学

2

環境施設材料学 2

環境施設管理学 2

公共財管理論 2

専門教育科目　　　計 96

合　　　　　　　　　　計 126

授業科目名

開講年次及び学期

１科
目の
単位
数

履修要件
卒業
要件
単位

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ス

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

〇

〇

〇

〇

〇

〇

必  修

〇

33

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

コ

ス
名

科目区分

専
門
教
育
科
目

コ

ス
科
目

選択

環境・社会基盤系（ 環境マネジメントコース）

Ａ
群

Ｂ
群

６以上

６以上

１２
以上
都市環
境創成
コース
科目を
４単位
まで認
める。
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環境・ 社会基盤系卒業要件単位数

科　 目　 区　 分    履　 　 修　 　 要　 　 件     卒業要件単位

教
養
教
育
科
目

ガイ ダン ス科目 必　 　 　 修　 　 ２ 単位                                  　 　 １ 年次      

３ ０ 単位

知
的
理

解

現代と 社会 必　 　 　 修　 　 ２ 単位     

現代と 生命 必　 　 　 修　 　 ２ 単位     ８ 単位まで

現代と 自然 必　 　 　 修　 　 ４ 単位（ 内２ 単位は SDGs 科目の単位を 修得する こ と ）

実
践
知

・
感
性

実践知
必　 　 　 修　 　 ２ 単位 ２ 単位まで

芸術知

汎
用
的
技
能
と

健
康

情報教育 必　 　 　 修　 　 ２ 単位 　 　 １ 年次      

数理・ データ サイ エン ス 必　 　 　 修　 　 １ 単位 　 　 １ 年次      

キャ リ ア教育 ２ 単位まで

健康・ スポーツ 科学 ２ 単位まで

アカデミ ック・ライティ ング １ 単位まで

言
語

英語         
英語（ スピ ーキン グ） *，英語（ ラ イ ティ ン グ） *，英語（ リ ーディ ング） *，英語（ リ スニン グ） *，英語（ 総

合） *の計６ 単位は必修（  *には， １ ，２ が入る ）

上級英語， プレ上級英語， 初修外国語のう ち から 計４ 単位は必修

（ 注） 留学生については履修外国語科目を 個別に指定する
初修外国語

高年次教養 必　 　 　 修　 　 ２ 単位  （ 注） 他学部の高年次教養科目は卒業要件外と なる 。 　 　 ３ 年次      

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目
必　 　 　 修　 １ ４ 単位

選　 　 　 択　 　 ２ 単位 
１ ６ 単位

専
門
科
目

系科目 必　 　 　 修　 ２ ６ 単位

８ ０ 単位

都市環境創成

コ ース科目

コ ー ス 共 通

科目
必　 　 　 修　 ２ ６ 単位

土木教育

プロ グラ ム
必　 　 　 修　 １ ５ 単位

建築教育

プロ グラ ム
必　 　 　 修　 ２ ２ 単位

環境マネジ メ ン ト コ ース 科

目

必　 　 　 修　 ３ ３ 単位

選　 　 　 択　 １ ２ 単位以上（ 内 A 群から ６ 単位以上， B 群から ６ 単位以上を 修得するこ と ）

（ 注） 都市環境創成コ ース科目を４ 単位まで認める 。

１ ２ ６ 単位

（ 注１ ）　 都市環境創成コ ースの建築教育プロ グラ ム履修者が， 土木教育プロ グラ ム科目を 履修し た場合は， 選択科目と し て扱う 。

（ 注２ ）　 都市環境創成コ ースの土木教育プロ グラ ム履修者が， 建築教育プロ グラ ム科目を 履修し た場合は， 選択科目と し て扱う 。

（ 注３ ）　 系の定める 卒業要件単位数以上修得し た教養科目単位及び専門基礎科目単位は， 卒業要件外と する。

（ 注４ ）　 グロ ーバルディ スカ バリ ー科目の履修によ り 修得し た単位は， 卒業要件外と する 。

（ 注５ ）　 他コ ース科目を履修し た場合は， 選択科目と し て扱う 。 ただし ， 他コ ースの科目は， 履修が制限さ れる 場合がある 。

都市環境創成コ ース

３ 年次実験（ 土質試験法及び実験， 材料試験法及び実験） 履修要件

履修する 年度の前年度末時点で， ２ 年以上在学し ている と と も に以下の基準の全てを満たすこ と 。

ただし ， こ の要件は， ３ 年次編入学生には適用し ない。

１ ． 卒業要件単位の総修得単位数が， 60 単位以上である こ と 。

２ ． 専門基礎科目の工学基礎実験実習， 工学安全教育， 専門科目の測量学Ⅰ及び実習の単位を修得済みである こ と 。

特別研究申請要件

履修する 年度の前年度末時点で，３ 年以上（ ３ 年次編入学生は１ 年以上） 在学し ている と と も に以下の基準の全てを 満たすこ と 。

１ ． 教養教育科目の高年次教養科目を除く 全ての卒業要件単位（ 28 単位） を 修得済みである こ と 。

２ ． 卒業要件単位の総修得単位数が， 100 単位以上（ ただし ， 3 年次編入学生は 95 単位以上） である こ と 。

３ ． TOEICL& R が 450 点以上である こ と 。（ GTEC から の換算も 可能である 。）

４ ． 土質試験法及び実験， 材料試験法及び実験の単位を修得済みである こ と 。

環境マネジメ ン ト コ ース

３ 年次実験（ 環境生物学実験， 土壌環境実験， 水利実験， 環境材料学実験） 履修要件

履修する 年度の前年度末時点で， ２ 年以上在学し ている と と も に以下の基準の全てを満たすこ と 。

ただし ， こ の要件は， ３ 年次編入学生には適用し ない。

１ ． 卒業要件単位の総修得単位数が， 60 単位以上である こ と 。

２ ． 専門基礎科目の工学基礎実験実習， 工学安全教育， 専門科目の測量学Ⅰ及び実習の単位を修得済みである こ と 。

特別研究申請要件

履修する 年度の前年度末時点で，３ 年以上（ ３ 年次編入学生は１ 年以上） 在学し ている と と も に以下の基準の全てを 満たすこ と 。

１ ． 教養教育科目の高年次教養科目を除く 全ての卒業要件単位（ 28 単位） を 修得済みである こ と 。

２ ． 卒業要件単位の総修得単位数が， 100 単位以上（ ただし ， 3 年次編入学生は 95 単位以上） である こ と 。

３ ． TOEIC L& R が 450 点以上である こ と 。（ GTEC から の換算も 可能である 。）

４ ． 環境生物学実験， 土壌環境実験， 水利実験， 環境材料学実験から ２ 単位以上修得済みである こ と 。

他学部・ 他系履修について

１ ． 他学部， 他系の科目を 履修する 場合は， 以下の条件を満たせば通算で６ 単位を 限度と し てコ ース科目の選択と し て取り 扱

う こ と がある 。 ただし ， 教員免許に係る 「 教育職員免許状取得のための教育学部の授業」 及び「 教科及び教科の指導法に関す

る 科目」 は卒業要件外科目と し て取り 扱う 。

①コ ースの教育内容に関係の深い内容である。

②所属する 系には似た内容の科目が開講さ れていない。

２ ． 全学開放の専門教育科目のう ち ， 工学部の他系の科目を 履修する 場合は， １ ． の他学部， 他系の科目を 履修する 場合と 同

じ 扱いと する 。

３ ． 他学部， 他系の専門教育科目を履修する 場合は， 必ず願い出によ り コ ース（ コ ース未配属の場合は系） の承認を 得て履修

する こ と 。
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 ，または９月末時点
Ｖ

 ，または９月末時点
Ｖ



科
目
区
分

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

教 養 教 育 科 目

専 門 教 育 科 目

専 門 基 礎 科 目

専 門 科 目

系 科 目

都 市 環 境 創 成 コ ｜ ス 科 目

コ ｜ ス 共 通 科 目

◎
工
学
基
礎
実
験
実
習

◎
工
学
安
全
教
育

◎
微
分
積
分

◎
微
分
方
程
式

◎
線
形
代
数

◎
物
理
学
基
礎
(力
学
) 

物
理
学
基
礎
(電
磁
気
学
) 

生
物
学
基
礎

化
学
基
礎

◎
数
理
・
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
ｻ

ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ
（
発
展
）

◎
専
門
英
語

ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾐﾝ
ｸ
ﾞ

◎
測
量
学
Ⅰ
及
び
実
習

測
量
学
Ⅱ
及
び
実
習

◎
構
造
力
学
Ⅰ
及
び
演
習

◎
構
造
力
学
Ⅱ

◎
土
質
力
学
Ⅰ
及
び
演
習

土
質
力
学
Ⅱ

環
境
物
理
化
学

環
境
化
学

◎
特
別
研
究

◎
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
形
成
論

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾝ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ

◎
技
術
表
現
法

◎
工
業
数
学
Ⅰ

◎
工
業
数
学
Ⅱ

◎
数
値
解
析
及
び
演
習

◎
C
A
D
及
び
Io
T

技
術

◎
振
動
学
及
び
演
習

◎
鋼
構
造
設
計
学
及
び
演
習

◎
構
造
材
料
学

◎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
設
計
学

Ⅰ
及
び
演
習

◎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
設
計
学
Ⅱ

◎
材
料
試
験
法
及
び
実
験

◎
土
質
試
験
法
及
び
実
験

◎
建
設
施
工
学

景
観
論

交
通
ま
ち
づ
く
り
計
画
学

◎
計
画
数
理

道
路
政
策
論

計
画
学
演
習

都
市
・
地
域
計
画
学

都
市
解
析
学

◎
水
理
計
測
法
及
び
実
験

◎
水
理
設
計
学

及
び
演
習

◎
環
境
衛
生
学
実
験

◎
環
境
水
理
学

◎
河
川
環
境
学

◎
地
下
水
工
学

◎
水
質
学

◎
水
道
工
学

◎
下
水
道
工
学

◎
建
築
設
計

◎
建
築
製
図

◎
イ
ン
テ
リ
ア
計
画

◎
建
築
計
画
学
及
び
演
習

◎
建
築
史

◎
建
築
法
規

◎
建
築
設
備

◎
建
築
環
境
工
学

◎
都
市
環
境
計
画
学

◎
水
理
学
及
び
演
習

土 木 教 育 プ ロ グ ラ ム 科 目 建 築 教 育 プ ロ グ ラ ム 科 目

（※
）
工
学
部
S
D
G
ｓ
科
目
と
は
「S
D
G
s：
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」
，
「
S
D
G
s：
地
球
と
環
境
」
，
「
S
D
G
s：
基
礎
地
球
科
学
」，
「S
D
G
s：
気
象
と
水
象
」，
「S
D
G
s：
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」，

「S
D
G
s：
生
命
科
学
」
，
「
S
D
G
s：
大
気
環
境
学
」
，
「
S
D
G
s：
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
」，
「S
D
G
s：
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
学
」，
「S
D
G
s：
社
会
生
活
と
材
料
工
学
」
を
示
す

◎
英
語
（
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）
-1
，

2
，
英
語
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
 -

1
，

2
，
英
語
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
 -

1，
2，
英
語
（
リ
ス
ニ
ン
グ
）
 -

1
，

2
 (
各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

2
科
目
ず
つ
履
修

) 
◎
英
語
（
総
合
）
-1
，

2
 

（
各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

1科
目
ず
つ
履
修
）
 

２
科
目
選
択
必
修

◎
工
学
部
S
D
G
s科
目
（
※
）

◎
岡
山
大
学
入
門
講
座

◎
キ
ャ
リ
ア
形
成
基
礎
講
座

◎
環
境
・
社
会
基
盤
系
入
門

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
系
概
論

◎
情
報
・電
気
・数
理
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
系
概
論

◎
化
学
・
生
命
系
概
論

◎
工
学
倫
理

◎
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

（
基
礎
）

◎
情
報
処
理
入
門

1 
◎
情
報
処
理
入
門

2
 

知
的
理
解
（
現
代
と
社
会
，
現
代
と
生
命
，
現
代
と
自
然
）

実
践
知
・感
性
 (
実
践
知
，
芸
術
知
)，
汎
用
的
技
能
と
健
康
（情
報
教
育
，
キ
ャ
リ
ア
教
育
，
健
康
・ス
ポ
ー
ツ
科
学
，
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

英
語
系
科
目
・
初
修
外
国
語
系
科
目

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ（
都
市
環
境
創
成
コ
ー
ス
）

◎
必
修
科
目

選
択
科
目
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知
的
理
解

 (
現
代
と
社
会
，
現
代
と
生
命
，
現
代
と
自
然

) 

実
践
知
・
感
性

 (
実
践
知
，
芸
術
知

)，
汎
用
的
技
能
と
健
康

 (
情
報
教
育
，
キ
ャ
リ
ア
教
育
，
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
，
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

) 

英
語
系
科
目
，
初
修
外
国
語
系
科
目

◎
英
語
（
総
合
）
-1
，

2
 

( 各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

1科
目
ず
つ
履
修

) 

◎
微
分
積
分

◎
線
形
代
数

化
学
基
礎

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

◎
技
術
表
現
法

◎
キ
ャ
リ
ア
形
成
論

◎
工
学
倫
理

◎
専
門
英
語

土
質
力
学

II

◎
測
量
学

I及
び
実
習

◎
特
別
研
究

科
目
区
分

◎
必
修
科
目

選
択
科
目

1
年
次

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

2年
次

1
学
期

2学
期

3学
期

4
学
期

3
年
次

1
学
期

2学
期

3学
期

4学
期

4
年
次

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

◎
環
境
・社
会
基
盤
系
入
門

◎
情
報
処
理
入
門

1
 

必
修
科
目
を
配
置
し
な
い

物
理
学
基
礎
(電
磁
気
学
) 

◎
物
理
学
基
礎
(力
学
) 

生
物
学
基
礎

◎
微
分
方
程
式

◎
情
報
処
理
入
門

2
 

◎
英
語
（ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）-

1，
2，
英
語
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
） 

-1
，

2，
英
語
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）
 -

1，
2，
英
語
（
リ
ス
ニ
ン
グ
）
 -

1，
2 

( 各
自
指
定
さ
れ
た
学
期
に
，
各
学
期

2科
目
ず
つ
履
修

) 

◎
化
学
・生
命
系
概
論

◎
情
報
・電
気
・数
理
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
系
概
論

◎
機
械
シ
ス
テ
ム
系
概
論

◎
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

(基
礎

) 

◎
数
理
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
（
発
展
）

測
量
学

II及
び
実
習

◎
土
壌
物
理
学

◎
流
域
水
文
学

◎
植
生
管
理
学

◎
農
村
計
画
学

◎
土
壌
科
学
概
論

◎
水
資
源
利
用
学

◎
農
村
整
備
学

◎
生
産
基
盤
管
理
学

◎
環
境
施
設
設
計
学

◎
水
生
動
物
学

◎
水
文
環
境
管
理
学

◎
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
演
習

◎
分
野
演
習

◎
環
境
生
物
学
実
験

◎
水
利
実
験

◎
土
壌
環
境
実
験

◎
環
境
材
料
学
実
験

環
境
気
象
学

環
境
と
生
物

土
壌
の
物
質
移
動
学

環
境
施
設
管
理
学

土
壌
圏
管
理
学

環
境
施
設
材
料
学

公
共
財
管
理
論

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

◎
キ
ャ
リ
ア
形
成
基
礎
講
座

◎
岡
山
大
学
入
門
講
座

水
利
設
計
学

◎
廃
棄
物
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

◎
環
境
影
響
評
価
学

環
境
物
理
化
学

環
境
化
学

◎
工
学
基
礎
実
験
実
習

◎
工
学
安
全
教
育

◎
土
質
力
学

I及
び
演
習

◎
構
造
力
学

II

◎
水
理
学
及
び
演
習

◎
構
造
力
学

I及
び
演
習

実
践
型
水
辺
環
境
学

及
び
演
習

I 
実
践
型
水
辺
環
境
学

及
び
演
習

II

◎
工
学
部

S
D

G
ｓ
科
目
（※
）

（
※
）工
学
部

S
D

G
ｓ
科
目
と
は
「S

D
G

s：
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」
，
「S

D
G

s：
地
球
と
環
境
」，
「S

D
G

s：
基
礎
地
球
科
学
」
，
「
S

D
G

s：
気
象
と
水
象
」，
「S

D
G

s：
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」，

「
S

D
G

s：
生
命
科
学
」
，
「
S

D
G

s：
大
気
環
境
学
」，
「S

D
G

s：
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
」
，
「S

D
G

s：
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
学
」
，
「
S

D
G

s：
社
会
生
活
と
材
料
工
学
」を
示
す

２
科
目
選
択
必
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
）
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授業科目・授業要旨
科目名 授 業 要 旨 等

1年次     　1・2学期　　　系科目      必修      3単位
本科目では，距離測定，角測定，高低差測定などの測量技術を中心として，地形や敷地，地物や建築物などの
位置及び標高の決定方法を述べるとともに，地形情報の利用について解説し，あわせて演習を行う．さらに，測
量器械を用いた実習によって，地物・建築物を含めた地形情報の測定技術と観測誤差の調整法を修得する．
測量技術に関連する技術倫理についても講述する．

1年次     　3・4学期　　　系科目      選択      3単位
新たな測量の概念として，ジオインフォマティクス（空間情報工学）という言葉が定着しつつある．ジオインフォマ
ティクスの中心は，GNSS，空中写真測量，リモートセンシング，GIS等であり，大規模な団地の開発から都市開
発，地域開発まで幅広く利用されている．本授業では，これらの新しい測量技術並びに応用測量を講述すると
共に，その実習を行う．

1年次     　1学期　　　系科目      選択      1単位
物質にはそれぞれ水への溶解度，常温での状態（気体/液体/固体），反応性など異なる性質を有する．また，
物質は物質間の相互作用を受けて振る舞いを変え，時に構造そのものを変化させる．我々はこのような変化を
積極的に利用したり，時には変化により負の影響を受け，これを制御しようとしたりする．本講義は，物質の成り
立ち（構造）と性質の由来を理解することを目的とし，原子/分子内での電子の軌道と化学結合，気体を例に分
子の運動と分子間相互作用について学ぶ．

1年次     　2学期　　　系科目      選択      1単位
本講義では，物質の状態および構造の変化過程を支配する熱力学の法則について学び，そののちにこれらの
知識を発展させ，異なる物質が混合された気体/液体の性質とそこでの変化（化学反応）の基本原理について
学ぶ．

1年次     　1・2学期　　　系科目      必修      3単位
本講義では，土木・建築構造物，農業用水利施設の設計の基本となる，梁や柱，トラス構造の解析に必要な力
学の基本概念と計算法を解説する．特に，応力やひずみといった連続体力学の基本概念，梁の曲げ，柱の弾
性座屈，静定トラスの断面力について計算方法を学ぶ．また，梁の変形に関しては，直線梁のたわみ計算まで
を扱う．この講義では，土木・建築構造物や農業用水利施設における梁や柱の断面設計計算の基本を修得す
ることを目的とする．

1年次     　3・4学期　　　系科目      必修      2単位
応力やひずみをはじめとする連続体力学の基本事項を復習した後，はりの曲げに関する支配方程式を導出し，
強形式による定式化とその解法を述べる．次に，弱形式による梁の曲げ問題の定式化を学び，土木及び建築構
造設計の基礎となる，静定及び不静定梁とトラスの，仮想仕事式に基づく解析方法を説明する．

2年次     　1・2学期　　　系科目      必修      3単位
当該授業は，地盤の構成材料である「土」の物理的および力学的・水理学的特性について講義する。特に，土
の組成と基本的物理量，工学的分類，地盤の調査技術，土の締固め特性，土中水の動き，土の有効応力の概
念，地盤内応力の分布，圧密沈下といった点を中心に土質力学の基礎を講述する。この科目の受講により，土
構造物の設計と併せて地盤環境問題や，建築工事における土工事と排水工事に関する設計・施工を理解・解
析する上で地盤・地下水分野において最低限必要となる重要な基礎知識を修得させる。

2年次     　3・4学期　　　系科目      選択      2単位
本講義では，地盤の工学的諸問題を扱う学際的な学問・技術分野について講述し，「土質力学Ⅰ及び演習」に
おいて学んだ知識を応用して，地盤に関連する工学的諸問題の現状と対処方法について学習する。また，地
盤災害の発生機構，被害形態の予測および地盤災害の軽減のための対策などにおける地盤防災工学の役割
についても解説する。この科目の受講により，土構造物の設計方法と併せて地盤災害や建築工事における土工
事と排水工事に関する設計・施工を理解・解析する上で，最低限必要となる基礎知識を修得する。

2年次     　3・4学期　　　系科目      必修      3単位
自然界における水の流動法則を理解するための基礎として，流体運動の力学的解析法の基本原理，すなわ
ち，質量保存則，運動量保存則およびエネルギー保存則について，それぞれの実際現象への適用法を簡単な
事例について説明する。また，学んだ内容のより一層の理解を図るために技術者資格等で要求されるレベルの
応用問題を取り上げて演習を行い内容の更なる理解を図り，技術者として社会に責任を負える素養を身につけ
る。水理学は土木だけでなく，水質汚染，濃度解析など水にかかわる環境問題を理解・解析する上で最低限必
要となる重要な基本知識である。また，「水理設計学及び演習」「環境水理学」を受講する上で前提となる科目で
ある。

3年次     　1学期　　　系科目      必修      1単位
将来，社会で自分の能力を活かし，より働きがいのある職業に就くためには，一人一人の社会的・職業的自立
に向けて必要となる能力や態度を育てることを通して，今後の大学生活で何を考え・学ぶ必要があるのかを理解
する。土木及び建築，環境，農業生産基盤に関係する業種により関わる一定または特定の職業に従事するため
に，実際にそれぞれの役割が異なる業種での業務内容や，必要とされるなる知識や技能，能力，態度を十分に
理解した上で，する。自分の適性，キャリアアンカーを理解した上で，自分の可能性をより広げることができる業
種に就職するためのスキルと出会いを主たる目的とを修得する。

3年次     　休業期間中　　　系科目      選択      2単位
実社会の中で，土木工学・建築学，環境学，農業農村工学の専門知識や技術がどのように活かされているか
を，現場での実習を通じて10日以上学ぶ。また，そのための準備教育と実習後の成果報告および指導を行う。
本科目は，土木工学・建築学，環境学，農業農村工学に関するキャリア形成，ならびに大学での学習内容が社
会で活用されている状況を理解することで，より深い学びを促すことを目的とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件単位とする。

3年次     　休業期間中　　　系科目      選択      1単位
実社会の中で，土木工学・建築学，環境学，農業農村工学の専門知識や技術がどのように活かされているか
を，現場での実習を通じて5～9日間学ぶ．また，そのための準備教育と実習後の成果報告および指導を行う。
本科目は，土木工学・建築学，環境学，農業農村工学に関するキャリア形成，ならびに大学での学習内容が社
会で活用されている状況を理解することで，より深い学びを促すことを目的とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件単位とする。

3年次     　4学期　　　系科目      必修      1単位
土木工学・建築学，環境学，農業農村工学を志す者にとって，成果や知見を他者に分かりやすく伝えることは非
常に重要である。また，技術者が仕事を円滑に進めて業績を正当に評価してもらうためには，文章と図面ならび
に口頭発表による「コミュニケーション技術」すなわち「技術文章・図面の作成法とプレゼンテーション技術」を学
ぶ必要がある。本講義では技術文章の書き方やプレゼンテーションの方法についてルールや技術を知るととも
に演習によって習得する。

1・2年次     　3・4学期　　　系科目      選択      2単位
「社会人基礎力」のうち「チームで働く力」を身につけるための産学連携かつ学部横断型の課題解決型学習（ＰＢ
Ｌ）の手法による授業である。チーム活動を円滑に進めるための技法，協働して独創的な発想を生み出す技法
などについて，基礎スキル学習とミニ演習を通じて修得する。さらに，経済学部と工学部の学生が混合したチー
ムで課題に取り組み，岡山県内の企業経営者への発表等を通じて，社会人に求められるコミュニケーションの
ベースラインを体感する。

4年次     　通年　　　系科目      必修      10単位
3年以上在学して特別研究申請要件を満たす者は，いずれかの研究室に配属されて各研究室教員による指導
を受ける｡そして，各指導教員の下で，具体的な専門分野での個別の課題に関する研究に取り組み，研究の背
景や位置づけと研究成果を特別研究としてまとめることにより，自律的に課題を発見する能力と課題解決のため
の研究力を培う。

2年次     　1・2学期　　　コース共通科目      必修      2単位
本講義では水理学などの連続体力学の理解に必要となる，ベクトル解析および複素解析の基礎を学ぶ。講義
前半では，ベクトルの演算（内積，外積，微積分）や，ベクトルの勾配，発散および回転の意味について理解す
る。次に，ベクトルの線積分・面積分・体積分を導入し，ガウスの発散定理とストークスの定理を学ぶ。講義後半
では，複素数と複素関数の定義を学び，正則条件とコーシー・リーマンの方程式を理解する。最後に，コーシー
の積分定理と留数定理を学ぶ。

測量学Ⅱ及び実習

測量学Ⅰ及び実習

環境化学

環境物理化学

構造力学Ⅱ

構造力学Ⅰ及び演習

土質力学Ⅱ

土質力学Ⅰ及び演習

キャリア形成論

水理学及び演習

技術表現法

インターンシップ（長期）

インターンシップ（短期）

特別研究

実践コミュニケーション論

工業数学Ⅰ



科目名 授 業 要 旨 等

工業数学Ⅱ

2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      2 単位

本講義では， データ解析や微分方程式の解析に必要となる ， フーリ エ変換と ラプラス変換の基礎を講義前半で， 簡単な偏微分方

程式とその解法を講義後半で扱う 。 はじめに， フーリ エ変換と フーリ エ積分の定義と計算方法を学び， 次に， フーリ エ変換の拡

張と し てラプラス変換を導入する。 続いて， ラ プラス変換による常微分方程式の解法を学んだ後， 簡単な物理問題を例にと り ，

偏微分方程式の初期値－境界値問題とし て問題が定式化できること を示す。 最後に， その厳密解と数値解析による近似解の構成方

法に関して， 基礎となる事項を学ぶ。

数値解析及び演習

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 コース共通科目      必修      2 単位

科学技術計算に用いられるプログラミ ングとデータ解析の基礎について学習し ， 論理的思考力を養う こと で土木および建築の実

務に活用できる応用能力を身につける。 プログラミ ング言語 Visual Basic および表計算ソフト であるマイク ロソフ ト Excel を用

いて， 具体的なデータ処理と統計解析手法を解説し ， 演習問題に取り組む。

CAD 及び IoT 技術

2 年次     　 3 学期　 　 　 コース共通科目      必修      1 単位

土木・ 建築物を題材と し て部位の寸法や詳細を読み取り ， 作図する過程を経ることで設計内容を理解し ， 自ら構想する視点を身

につける。 また， 代表的な CAD システムにより 製図に関する実習を行い， CAD ソフ ト の基本的な操作を理解し ， 対象物の位置

や形を図面上に正し く 表現するための方法と作図に必要な能力を身につける。 さ らに， 建設業における IoT 技術の活用例を解説

する。

振動学及び演習

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 コース共通科目      必修      3 単位

土木・ 建築分野でしばしば問題となる ， 風， 交通， 地震等による土木・ 建築構造物の振動や騒音などに関して， 振動方程式， 固

有振動数， 減衰比， 自由振動や強制振動などの振動理論の基礎を学ぶ。 基本となる 1 自由度系の振動から始め， モード 解析法に

よる多自由度系の振動までを扱う 。 さ らに，振動を活用した革新的な風力発電や潮流発電などの再生可能エネルギーの最新ト ピッ

クにも触れ， SDGsの達成に向けたイノ ベーショ ンの素養を身に付ける。

鋼構造設計学及び演習

2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      3 単位

土木・ 建築構造物における鋼構造を基本と し ながら ， 木質材料を用いた構造物にも触れ， 使用材料の特性を活かした構造設計の

あり 方を理解させる。 主に構造力学で学んだ梁を要素とする骨組構造を対象に講述し ， 引張材， 圧縮材， 曲げを受ける部材など

の基本的な設計概念を習得する。さ らに鋼構造では，溶接や高力ボルト による接手，腐食と防食，疲労などの設計手法の基礎も学ぶ。

コ ンク リ ート 構造設計学Ⅰ及

び演習

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 コース共通科目      必修      3 単位

土木構造物や建築物等の材料と し て用いられるコンクリ ート は， 圧縮力に対しては強いが， 引張力に対しては弱い。 引張力に強

い鋼材を用いてコンクリ ート を補強する構造と し て， 鉄筋コンクリ ート 構造及びプレスト レスト コンクリ ート 構造がある 。 本講

義では， コンク リ ート と鉄筋で構成されるコンクリ ート 構造物の設計法とその力学的諸性質について講述する 。 鉄筋およびコン

ク リ ート の材料力学， 鉄筋コ ンクリ ート 構造物の軸力， 曲げ， せん断に対する耐荷機構， 限界状態設計法および許容応力度設計

法の概念について説明する。 さらに，持続的な社会発展を支えるために，環境負荷低減の観点より ，構造物の環境設計，維持管理，

補修・ 補強の概念を講述する。

コンクリート 構造設計学Ⅱ

2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      2 単位

土木構造物や建築物等の材料と し て用いられるコンクリ ート は， 圧縮力に対しては強いが， 引張力に対しては弱い。 引張力に強

い鋼材を用いてコンクリ ート を補強する構造と し て， 鉄筋コンクリ ート 構造及びプレスト レスト コンクリ ート 構造がある 。 本講

義では， プレスト レスト コ ンク リ ート 構造物の設計法と その力学的諸性質について講述する 。 プレスト レッ シングの基本概念，

プレスト レスト の導入方法と損失， 曲げ・ せん断耐荷挙動， 限界状態設計法について講述する。

構造材料学

2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      2 単位

構造材料学では， 社会基盤を構築するための主要材料である鋼， コンクリ ート および木材の基礎を修得する。 鋼， コンクリ ート ，

木材の製造方法， 物理的特性， 化学的性質を明らかにすると と もに， 構造物の目的と機能に適合する材料を選択するための知識

と技術を学ばせる。 また， 資源循環の観点から， 廃棄物等の未利用資源やリサイクル骨材を有効活用するための手法を講述する。

建設施工学

2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      2 単位

建築物の受注から完成までの一連の施 技術及び各段階の計画工 ， 建築 事における品質工 ， 原価， 程工 ， 安全衛生， 環境の重要性

を理解すること を目標とする。

景観論

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 コース共通科目      選択      2 単位

景観法について概説した上で， 景観とは地域の歴史や文化， インフラ施設・ 建築物の技術や意匠によって成り 立つものであるこ

と を講述し ， 新しいデザインの方向性や景観をと り まく 現状， 歴史的構造物の保存活用による景観まちづく り について解説する。

都市・ 地域計画学

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 コース共通科目      選択      2 単位

本講義では， 都市や建築を取り 巻く 様々な社会問題に対処し ， 持続可能な都市・ 地域づく り を行う ための計画手法， 及び法制度

について講義する。 また， 環境負荷軽減のために都市・ 地域づく り の観点から何を考える必要があるか， 都市・ 地域整備のため

の財源， プロジェ クト の分析・ 評価手法等についても概説する。

交通まちづく り 計画学

2 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 コース共通科目      選択      2 単位

都市および建築空間の計画において， 移動は重要な要素である。 本講義では， 建築空間からまちづく り まで様々なスケールでの

移動に関して基本的な概念について講義すると と もに， 具体的な事例について解説する。 本講義では， まちづく り における交通

課題の解決および居住環境における動線計画に関する知見について修得する。

計画数理

2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      2 単位

環境， 都市・ 地域， 交通， 建築などにおいて， 諸問題を正確に捉え方策を考えること ， プロジェ ク ト における工程管理を適切に
行う 上で， 計画数理的な手法は最も有効な武器となる。 この講義ではそれら手法を講義すると と もに， 基礎的な演習を実施する。

道路政策論

3 年次     　 1 学期　 　 　 コース共通科目      選択      1 単位

本講義では， 道路政策に関する歴史的変遷や国際比較， インフラの管理・ 道路のメ ンテナンスの重要性， 道路料金政策の歴史と

その重要性， 道路の役割などについて道路政策に関して幅広い視点から講義を行う 。

都市解析学

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      選択      2 単位

中・ 長期的な視点が必要な都市計画や交通計画を議論するには， 多種多様な都市情報を整理し ， それらを定量的かつ論理的に解

析できる能力が求められる。本科目では，都市解析を進める上での必須ツールである地理情報システムについて説明すると と もに，

基本的な操作方法からそれを用いた都市解析手法までを解説する 。 加えて， 都市解析のためのモデル的手法についても幅広く 言

及し ， 学生自身が都市の様々な現象を空間的にモデル化し解析できる能力を養う 。

計画学演習

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      選択      1 単位

本講義は， 計画学に関連する都市や建築の諸問題について， 特定の地域における実践的な演習を通じて， 都市デザインに関する

基礎的な技術と問題点の把握から解決策の提案に至るまでの応用能力を獲得する。
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科目名 授 業 要 旨 等

土質試験法及び実験

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      1 単位

土構造物や建築工事における土工事と排水工事の計画・ 設計・ 施工・ 維持管理を合理的に行う ためには， 土質材料の性質および

特色を把握することが必要不可欠である。 本授業では， 実験で実際に行われている主要な試験方法を各自が行い， その結果を報

告させる。 また， 地下水環境問題に関する考察及び理論と実際の差についても検討させる 。 この講義は， 地盤・ 地下水分野にお

ける教育・ 研究を実施する上で基本となる試験法を自ら実施した上で適切な報告が出来るよう になること ， 試験を通じて土の基

本的な性質や浸透特性， 力学特性について理解を深めることを目的とする。

材料試験法及び実験

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 コース共通科目      必修      1 単位

土木・ 建築構造物は， 人間の生活及び経済活動をさ さ える重要な社会基盤である。 これらの構造物の主要材料は， 鋼， コンクリ ー

ト ，木質材料及びプラスチッ ク等である。 それらの製造方法，物理的特性，化学的性質およ びそれらを用いた部材の力学的性質を，

実験を通して理解すると と もに， 構造物の目的と機能に適合する材料を選択するための知識と技術を修得する 。 また， 限られた

資源の中で， 持続可能な社会建設の実現に向けた取り 組みを考える礎を修得する 。 鉄筋コンクリ ート 梁の設計， 施工， 載荷実験

を行い， コンクリ ート 構造物の設計， 製造の専門技術およびデータ収集技術の修得を目指す。

水理設計学及び演習

3 年次     　 1 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      3 単位

河川，人工水路，パイプライン，ダム，せきなどにおいて現れる各種水理現象の特性を定性的・定量的に把握するための基礎と し て，

物体に作用する流体力， 管路， 開水路の定常流の基本的性質について講述する。 また， 物理量の持つ意味を知る上で重要な次元

解析と水理相似律について講述する。 さ らに， 学んだ内容のより 一層の理解を図るために技術者資格等で要求されるレベルの具

体的な応用問題に関する演習を行う 。

水理計測法及び実験

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      1 単位

水環境の総合評価のための実験調査等に必要となる物理測定の原理， 測定値の精度と解釈， 標準的物性， 係数値， 流れにおける

分布型等について講述し ， 実際の河川環境における水環境調査における応用的側面も考慮して， 水域の健全度の評価を行う 際の

基本的な計測・ 評価法を修得させる。

河川環境学

3 年次     　 1 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      2 単位

河川の持つ自然環境特性ならびに社会・ 経済特性について述べ， 河川環境の背景を明らかにすると と もに， 河川環境整備のすす

め方とその技術的手法について講述する。 さ らに， 最近各地の河川ですすめられている多自然川づく り になど関する河川事業の

具体的な事例を取り 上げ， 河川環境に関する基礎的事項の理解と ， 河川環境整備手法の評価能力を修得する。

地下水工学

3 年次     　 1 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      2 単位

土壌地下水汚染や地下環境保全， 建築工事における根切り 工事に伴う 排水工事や盛土や埋め立て土の災害の理解に必要な地下水

の基礎知識を教育する。 地下水の種類， 地下水を有する帯水層の特性， 地下水流動の運動方程式・ 質量保存則等の基礎理論や，

飽和・ 不飽和領域での地下水特性， 被圧・ 不圧帯水層の特性を講義する。 また， 多孔質体中を地下水が浸透する際の支配方程式

を示し ， 種々の初期条件， 境界条件での理論解を教授する。 地下水汚染についても説明する。

環境水理学

3 年次     　 1 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      2 単位

流域圏の様々な水域（ 湖沼， 河川， 地下水， 沿岸海域） における水循環や水の流動形態， それにと もなう 物質輸送・ 物質循環，

および環境問題について， 湖沼学， 水文地質学， 沿岸海洋学， および生物地球化学の観点から網羅的に講述する 。 また， それら

の水環境の調査・ モニタ リ ング方法および定量的な解析・ 評価法を示すこ と で， 実務や調査の際に必要となる知識や技術につい

て修得すること を目標とする。

水質学

3 年次     　 1 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      2 単位

自然科学的及び社会科学的背景の両面から水環境の質的な評価を行う 上で必要な知識と応用について学修する 。 物理・ 化学的及

び生物学的さ らに工学的視点から ， 水環境に関する評価， 水環境質の計測， 解析及び制御に役立つ準備段階と し ての基礎的領域

の中から重要な事項を取り あげて講義する。  

水道工学

3 年次     　 3 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      1 単位

水道は飲用をはじめ，種々の用途に利用される水を供給する，都市生活に欠かすことができない社会基盤施設である。 本講義では，

水道の社会的役割， 構成する施設の機能， 使用されている技術・ 理論等について講述し ， 基礎的な施設設計ができるよう 演習を

ほどこす。

下水道工学

3 年次     　 4 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      1 単位

下水道は都市で発生する下水を排除・ 処理する， 都市生活に欠かすことができない社会基盤施設である 。 本講義では， 下水道の

社会的役割， 構成する施設・ 設備の機能， 浄化槽等の類似施設， 使用されている技術・ 理論等について講述し ， 基礎的な設計が

できるよう 演習をほどこす。

環境衛生学実験

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 土木教育プログラム科目      必修      1 単位

本講義では環境質に関する研究に必要となる物理・化学・ 生物的測定の原理，測定方法と結果の解釈，現地調査への応用について講述・

実習する。

建築設計

3 年次     　 通年　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      4 単位

建築設計・ 製図には建築の役割， 社会的な位置付けを理解した上で， 多様な分野の知見を体系化し ， 自然・ 社会環境の中の一つ

の実体と し て創造する力が求められる。 本講義では建築概論， 建築設計・ 製図の基礎， 20 世紀以降の建築， 現代の建築設計・ 製

図の四つの段階で， 具体的な設計において必要と される知識体系について口述すると と もに， エスキスを行う こと により ， 知識

の定着と理解の促進を促し ， 建築製図につなげる。

建築製図

3 年次     　 2・ 3・ 4 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      3 単位

本講義では， 住宅及び公共的施設の設計演習を行う 。 土地や歴史・ 文化の文脈を読み取り ， 人間が生活する場を考えること を通

して，建築設計の基本を学ぶと と もに，建築図面の作成を行う 。 建築設計において求められる造形技法の基礎を習得すると と もに，

自然環境や文化， 都市的環境等の諸条件に対する問題解決能力， デザイン能力， 社会における建築の責任について学ぶ。 さ らに，

各講義におけるエスキスや講評会を通じ ， 自分の考えを具現化する能力や他者とのコミ ュニケーショ ン能力を習得する。

インテリ ア計画

3 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      2 単位

建築空間の設計において， 外部空間（ 外観） と と もに内部（ インテリ ア） 空間のデザインが必要と される。 ここでは， インテリ

ア空間のデザインに焦点を当て， その実例などを通して， インテリ アデザインにおけるスケール感覚， 素材感覚， ディ テールな

どを学んでいく 。

建築計画学及び演習

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      3 単位

人々により 良く 使われる建築をつく るためには， その建築を使う 人々の行為や多面的な要求などを把握し ， 設計にいかす必要が

ある。 本講義では， 建築を設計する際に必要なこれらの生活空間の計画の方法について， 座学と演習により 基礎的な知識を修得

する。

建築史

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      2 単位

ギリ シア・ ローマに源を発する主と し てヨ ーロッ パの建築の歴史と ， 寺社建築を中心とする古代から近世の日本建築の歴史につ

いて論ずる。 建築の多様性， 政治体制や文化的背景と建築の空間との関係， そし て， 各時代の建築的特質や建築思潮が， どのよ

う に現代建築の動向を規定しているかを理解させること を目的とする。
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建築法規

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      2 単位

建築基準法は，「 建築物の敷地， 構造， 設備及び用途に関する最低の基準を定めていて， 国民の生命， 健康及び財産の保護を図り ，

もって公共の福祉の増進に資する」 と あり ，大きく 分けて，単体規定と集団規定に分類できる。 本講義では，建築基準法を中心に，

面積高さから構造， 防火などを学び， 都市計画区域内の建築の制限なども広く 学ぶ。

建築環境工学

3 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      2 単位

建築環境工学とは省エネルギーかつ安全・衛生的で快適な都市・建築空間を創造するための基礎となる学問分野（ 計画原論）である。

本講義では建築環境工学で主に対象と する光， 熱， 空気， 音の 4 要素を取り 上げ， 建築物の室内空間及び周辺環境を計画・ 設計

するために必要となる基礎知識を修得する。

建築設備

3 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      2 単位

省エネルギーかつ安全・ 衛生的で快適な都市・ 建築空間を創造するためには， 建築環境工学で扱う パッ シブ（ 受動的） な対応で

は実現が困難である。 本講義では建築設備学で主に対象とする空気調和， 給排水衛生， 電気， 安全， 省エネルギーの各種設備を

取り 上げ， アク ティ ブ（ 能動的） な対応を相補的に組み合わせること で， 快適かつ持続可能な建築を計画するために必要となる

基礎知識を修得する。

都市環境計画学

3 年次     　 1・ 2 学期　 　 　 建築教育プログラム科目      必修      2 単位

本講義では， 都市や建築に関する環境問題の歴史的変遷や発生原因について述べると と もに， 環境改善に向けた計画の役割につ

いて説明する。 また， 低炭素社会， 循環型社会などの最近の環境政策について講述すると と もに， 都市環境を考える上での技術

の使命や社会倫理についても触れる。

環境マネジメ ント コース演習

3 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

環境マネジメ ント コースに関わる専門的な諸問題を解決する能力， 自らの考えを適切に表現し伝達する能力， および自主的， 継

続的に学習する能力を高めるとと もに， 自ら研究を進める上で必要となる基礎事項について学習する。

分野演習

3 年次     　 3 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      1 単位

各教育研究分野に所属した学生が， 演習を通じて自ら研究を進める上で必要な， 研究， 論文作成の基礎をはじめ， 実験・ 調査遂

行上の留意すべき点などについて学習する。 セミ ナー方式で， 与えられた課題に対して発表及び討論することにより ， 自らの研

究を進めるに当たって必要な知見の収集および実験・調査方法を修得することを目標とする。 併せて，口頭発表力，討議等のコミ ュ

ニケーショ ン能力の向上を図る。

土壌科学概論

2 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

土壌を理解せずには，いかなる環境問題も解決できないと言っても過言ではない。 本講義では，土壌の構成要素（ 無機物，有機物，

生物）， 土壌の機能と役割， 環境問題と土壌の関わり等について基本事項を教授する。  

植生管理学

2 年次     　 3 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

人間の生活に最も身近に存在する植物群が雑草である。本授業では，雑草を通して植物に関する基礎知識を解説する。雑草の由来・

種類・ 分布・ 生理生態・ 群落の特徴や変遷・ 雑草害と競合など基礎的な知見を講述した後， 地域環境の保全に即応した植生管理

のあり 方を模索する。 我々の生活環境の中で触れあう 機会の多い雑草を通じて， 植物が生態系の中でどのよう な機能を有してい

るかを理解する。 さ らに， 人為的な撹乱が雑草の特性や雑草群落の成立に大きく 関与していることから ， 環境保全を考慮した雑

草管理のあり方について修得すること を目的とする。

水生動物学

3 年次     　 4 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

人間活動等の影響を受けて， 多く の水生動物が減少または絶滅している 。 こ う し た水生動物の保全を可能とする上では， それら

の生態を解明し ， 応用生態工学ならびに保全生態学的な視点から適切な管理手法を検討する必要がある 。 本授業では， 河川や農

業水路等で見られる水生動物の分類と 生態並びに産業との関わり を解説すると と もに， 水生動物を適切に管理する上での理論や

保全技術に関する応用生態工学および保全生態学に関する知識を講述する。

土壌物理学

2 年次     　 2 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

植物の培地，水源涵養かつ水・物質移動の場， また， 各種環境変動の影響を軽減する媒体とし て， 土壌の物理的機能に焦点を当て，

理解のための理論と方法を講述する 。 主な内容は， 土壌を構成する諸物質（ 土粒子， 間隙， 水， 有機物） の性質， 構成物質間の

相互作用機構， 土壌水の透水・ 保水特性， 土壌の熱的性質などである。  

生産基盤管理学

2 年次     　 4 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

地球環境の局所は地域環境であり ， 食料の生産基盤， 水・ 土・ 大気が通過する場， 各種環境変動を軽減する場と し て機能している。

農地・ 土壌環境からは化石燃料由来の 2 割にあたる二酸化炭素が排出されており ， その保全は農学・ 環境学・ 工学に大きな貢献

をする。 本講義では， 生産基盤と し ての農林地のみならず， 陸域生態系保全の場と し ての農地・ 土壌環境を保全・ 管理・ 修復す

る技術について講義する。

流域水文学

2 年次     　 4 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

水は液体・ 気体・ 固体の形態をと り ながらも ， 大気・ 地表・ 地下・ 海洋の間を循環している。 この講義では， まず水循環が起こ

る場と し ての流域とその地形則を説明する 。 つぎに， 流域における水循環の諸過程， すなわち， 降水， 蒸発散， 遮断， 雨水浸入，

地下水， 雨水流出などについて講述する。

水資源利用学

3 年次     　 3 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

主と し て日本の水資源について降水量と蒸発散量から決まる賦存量と利用全般について述べる 。 次いで， 農業用水を水田と 畑に

分けてそれぞれにおける水需要の発生メ カニズムについて蒸発散， 浸透， 栽培技術上の水管理の面から詳述し ， 水源から用水を

取水し水田・ 畑まで如何に配水するかという 農業水利施設計画に必要な用水量の決定手順について講述する。

水文環境管理学

3 年次     　 4 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

雨水を排除するための効率的な排水システムの設計・ 構築には， 対象とする降雨の規模や， その降雨によって生じ る流出の定量

的評価が欠かせない。 この講義では， 水文統計や流出解析の手法を用いて排水システムの設計規模を決定する方法と ， 効率的排

水システムを構築するために必要な基礎的事項について講述する。  

環境施設設計学

3 年次     　 3 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

農業水利構造物の基幹的な施設であるフィ ルダムや頭首工（ 堰） および水路などについて， その設計基礎理論および応用理論に

ついて講述する。 これは， 構造力学的手法を用いつつ， 土あるいはコンクリ ート などの材料学の知識の上に立った総合的・ 応用

的な科目である。

農村計画学

2 年次     　 4 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

農村計画は農山村地域における課題解決と将来構想の確立を目的とする学際的な分野であり ， その対象は自然科学から社会科学

に関するものまで多岐にわたる。 講義では農村計画に関する基礎的な知識（ 農村の特徴， 農村に関するわが国の法制度および計

画体系等） を講述し ， さ まざまな目的をもつ異なる圏域の計画事例（ 総合計画， 集落計画， 等） について解説すると と もに， 課

題解決や合意形成に用いる社会的技術を知るための模擬訓練も行う 。  

農村整備学

3 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

農村は自然豊かな生活の場であると同時に， 国民の良質な食料の安定供給の場である。 そう し た農村地域の現状の把握と最近の

めまぐるしい社会経済国際情勢の変化を踏まえ， 自然環境と も調和のとれた整備の手法について， 受講生との討議を交えながら ，

農業農村整備事業実務経験者が実践的な視点で講義を行う 。
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科目名 授 業 要 旨 等

環境生物学実験

3 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      1 単位

自然環境の構成要素である光・ 温度・ 水・ 大気などの一般的な環境要因と植物生活並びに水生動物の分布や行動との関係を解析

するのに必要な調査方法や機器の使用手順について， 実習により 修得する。 植物や動物を扱う 実験に対しての取り 組み方や機器

使用時の留意点を広く 学習する。 さらに， 基本的な調査方法および実験方法を実際に体験・ 体得し ， その原理の理解を深める。

土壌環境実験

3 年次     　 3 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      1 単位

環境を構成する要素と し て多様な機能を持つ土壌の理化学特性を， 現地調査及び室内実験によって理解する理論と方法を解説す

る。 本実験では， 土壌を植物の培地， 生産基盤， 環境影響を軽減する媒体と し て認識し ， その機能と役割を実験を通じ て学ぶ。

具体的には学生が実際に実験を行って， 測定値を得て， 目的とする土壌の物理化学性を算定し ， 結果を考察し てレポート と し て

報告する。

水利実験

3 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      1 単位

水の流れや水利用に関する様々な事柄について実験を行い， 流体力学入門， 水理学， 流域水文学などの諸講義で得た知識の理解

を深める。 マノ メ ータや層流・ 乱流， 三角堰の検定などの基礎的事項のほかに， 管水路や開水路における代表的な水理現象， ス

プリンクラー， 多孔ホースなどによる灌漑方法に関する実験， 用排水路における流量測定を行う 。

環境材料学実験

3 年次     　 4 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      1 単位

本講では， 地盤を構成する土と水の力学的な性質と ， 人工材料であるコンクリ ート に関する挙動について， 実験を通して把握す

ること を目的とする。 具体的には， 土のせん断試験， 圧密試験， 透水試験， セメ ント および骨材の試験， コンクリ ート の配合設

計と強度試験などを行い， これらの実験手法を理解し ， 材料の破壊， 変形， 水の浸透といった力学的な挙動を観察する。

環境と生物

2 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

生物と環境の関係についての理解を深める上で必要となる生態学の基礎的知見を講述する 。 さ らに， 生態系の重要な部分を構成

する動植物の役割を論じ ， 近年の地球規模の環境問題を通して将来の自然環境との関わり 方を模索する。

土壌の物質移動学

2 年次     　 3 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

土壌中での水移動は， 圃場・ 流域および地球規模の水循環にと って重要な構成要素であり ， また， エネルギーや物質の循環， 陸

生植物の生存環境等を規定するものである。 本講義では， 土の中での水の移動現象と ， 土壌水の中に溶解している物質の移動現

象の基本メ カニズムについて講述する。 本講義を通し て， 土壌中の水移動に関する基本法則と その数式による表現法， および，

土壌中における溶質移動の基本法則とその数式による表現法を修得すること を学習到達目標とする。

水利設計学

3 年次     　 2 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

管水路と開水路の流れの基礎理論と特性を中心に講述する。 具体的には， 管水路に関しては， 流れの基礎方程式， 摩擦損失水頭

と平均流速公式，単線管路や複雑な管路での流れなど，開水路に関しては，連続式と運動方程式，比エネルギーと射流，限界水深，

跳水， 平均流速公式， 限界こう 配， 不等流の基礎式と水面形などについて講述する。

環境気象学

2 年次     　 2 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

身の回り の気象環境から， 地球の温暖化やオゾン層の破壊など地球規模の環境問題を理解するための気象学的基礎知識について

講述する。 具体的には， 放射収支と熱収支， アメ ダスなどわが国の気象観測体制， 温度・ 湿度などの測定方法， 光合成及び生物

生産と気象環境，農業気象災害と対策，流体の熱力学と輸送現象の基礎理論，蒸発散のメ カニズムと測定・ 推定法について教示する。

実践型水辺環境学及び演習Ⅰ

2 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

水環境スペシャリ スト を目指すための実践的技術および知見を修得すること を目的と し て， 児島湖という 地域の水辺環境を題材

に， 学内水循環施設を活用しながら ， 環境保全団体や企業等からの学外講師による演習や講義， ワークショ ッ プなどを取り 入れ，

水・ 物質循環や湖沼の理化学的環境の把握， ならびに水辺の生態と水質データ分析を題材に自然環境を把握する手法を教授する。

実践型水辺環境学及び演習Ⅱ

2 年次     　 2 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

水環境スペシャリ スト を目指すための実践的技術および知見を修得すること を目的と し て， 特に行政機関及び環境保全団体から

の学外講師による実社会の環境問題と対策について学び， 討議する機会を設定する。 さ らに， 気象観測， 水質並びに生物調査な

どのデータ分析を通して， 自然環境を把握する手法を教授する。

土壌圏管理学

3 年次     　 2 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

土壌圏は様々な物理・化学的な機能を持つと と もに，そこに住む微生物がさまざまな物質循環機能を担っている。本講義では，土壌・

水質化学の基礎となる化学平衡論，酸塩基反応，酸化還元反応，物質収支と化学反応について教授する。 また，人間活動に伴う 土壌・

水質汚染，地球温暖化，土壌劣化等の環境問題と土壌圏の関わり について論文紹介を受講生に課し，それについて全員で討議する。

環境施設材料学

3 年次     　 2 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

社会基盤構造物を建設する際に使用される種々の材料のう ち ， 特にコンクリ ート の基本的性質に関して， その構成要素であるセ

メ ント ， 骨材， 混和材料の性質を踏まえて解説する 。 また， コンクリ ート の施工， 維持・ 管理， および鉄筋コンクリ ート の設計

理論について解説する。 前半は， 材料特性を中心に解説し ， 後半は， 鉄筋コンクリート の断面設計理論を解説することによって，

コンクリ ート を用いた設計理論の基礎全般を修得させる。

環境施設管理学

3 年次     　 4 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

構造力学で学んだ構造物の力学の基礎と ， 土やコンク リ ート の材料学の知識に基づき ， 干拓・ 海岸堤防やパイプライン， 水路ト

ンネルといった農業用水利施設に関する地盤の調査方法と維持管理について学習する 。 また， 地震や豪雨といった激甚災害と核

施設との関係や特徴について学ぶ。

公共財管理論

3 年次     　 3 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      選択      2 単位

わが国に限らず， 環境問題の深刻化がさまざまな面で社会の持続可能性を脅かしている 。 そう し た中， 自然や土地といった環境

の公共性があらためて見直されると と もに， 公共財と呼ばれる資本の持続可能な利用・ 再構築が模索されている。 講義では公共

財にまつわる基本的な概念（ 社会的共通資本，ソーシャル・ キャピタル）についてこれまでの時系列的変遷をたどり ながら解説する。

また， 公共財の代表的存在の一つである農村地域の現状をさ まざまなト ピッ クから概観し ， その適正な保全・ 管理を目指した取

り 組みについてその主体や方法， 課題を講述する。

環境影響評価学

3 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

前半では環境影響評価法（ 環境アセスメ ント 法）について解説する。 環境影響評価の法律，目的，評価手順について詳し く 説明する。

また， 大気汚染と環境負荷を例と して， 評価の具体的方法について説明する。 後半ではライフサイクルアセスメ ント （ LCA）， 環

境リスクアセスメ ント （ ERA），環境会計（ EA） や環境マネジメ ント システム（ EM S） などの各種環境評価手法についてその目的，

手順， 具体例について概説する。

廃棄物マネジメ ント

3 年次     　 1 学期　 　 　 環境マネジメ ント コース科目      必修      2 単位

廃棄物に関する入門的講義と し て基礎知識を概説する 。 前半では， 廃棄物の定義・ 種類， 日本における物質収支の現状と地球環

境容量の考え方， リ サイクルの意義などについて講義する 。 また， 容器包装・ 家電製品・ 自動車・ 小型家電のリ サイクルについ

て法制度・資源回収技術の概要，リ サイクルの現状と課題を解説する。 後半では，廃棄物処理に伴う 環境負荷・ リ スクに焦点を当て，

環境保全の考え方や適用される処理技術の現状について概説する 。 また， 廃棄物処理に伴う 費用， 廃棄物に関する計画の考え方

について， 体系的に， かつ具体例を交えて講義する。
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